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ミ
ケ

yレ

ア

ン
ヂ
ェ
ロ
の
聖
母

守

屋

議

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
シ
ス
の
聖
母
美
術
と
い
え
ば
‘
人
は
直
ち
に
一
フ

γ

フ
ァ
エ
γ

ロ
に
鶴
到
し
、
そ
の
多
数
の
作
品
、
殊
に
初
期
の
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
時
代
に
お

け
る
『
マ
ド
シ
ナ
・
グ
一
フ
シ
ド
ゥ
l

カ
』
や
『
マ
ド
シ
ナ
・
テ
ム
ピ
』
の
、
聖
母
子
の
み
を
扱
っ
た
単
純
な
構
圃
の
う
ち
に
潜
む
深
い
雅
越
、
或
い
は
ロ

l

マ

の
国
熟
期
に
お
け
る
司
フ
ォ
リ
一
一
ョ
の
マ
ド
ン
ナ
』
や
可
マ
ド
シ
ナ
・
シ
ス
テ
ィ

1

ナ
』
の
、
聖
者
な
ど
多
人
数
を
交
え
た
複
雑
で
し
か
も
緊
密
な
聾
面
の
斑
麗

さ
に
見
入
っ
て
、
聖
母
表
現
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
と
そ
の
古
典
的
完
成
を
云
篤
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ウ
ム
プ
リ
ア
聾
家
の
作
風
に
と
っ
て
は

聖
母
子
の
宗
教
的
情
愛
を
主
題
と
す
る
こ
と
が
実
質
的
に
最
も
泊
合
し
‘
ま
た
時
代
か
ら
い
っ
て
も
レ
オ
ナ
ル
ド
や
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
な
ど
の
偉
大
な
先
人

に
よ
る
墾
術
的
諸
成
果
を
一
身
に
集
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
に
比
べ
る
と
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
は
全
く
面
貌
を
具
に
す
る
。
先
ず
そ
の
製
作
の
敷
か
ら
凡
て
、
彫
刻
が
九
、
緯
置
が
一
を
確
質
な
も
の
と
し
、

彼
の
九
十
年
に
瓦
る
永
い
生
涯
の
全
業
績
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
僅
か
な
比
率
・
を
占
む
る
に
過
ぎ
ず
、
一
フ
ヲ
フ
ァ
エ

γ

ロ
が
三
十
七
歳
の
夫
逝
に
も
拘
ら
ず
、
こ

の
方
面
に
莫
大
な
作
品
を
残
し
た
の
と
は
到
底
同
日
に
論
ず
べ
き
で
な
い
。
そ
れ
故
に
「
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
」
と
い
え
ば
‘
一
フ
汐
フ
ァ
エ

γ

ロ
の
そ
れ

の
よ
う
に
、
或
い
は
世
間
一
般
の
通
念
と
な
っ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
美
術
史
的
に
は
勿
論
そ
こ
に
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
、
幾
多
の
研
鏡

が
積
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
初
代
キ
リ
ス
ト
教
美
術
以
来
の
聖
母
表
現
の
愛
達
や
接
選
に
お
け
る
特
有
な
位
置
づ
け
と
そ
の
濁
白
な
塞
術
的
債
値
を
明
か
に

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
* 



サ
ク
リ
ス
テ
4

ァ
‘
ヌ
才
l

ザ
ア

フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
に
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
の
行
脚
を
企
て
る
者
は
必
ず
や
サ
ン
・
ロ
レ
シ
ツ
ォ
寺
を
訪
ね
て
新
型
器
室
な
る
メ
デ
ィ
チ
家
の
墳
墓
瞳
拝
堂
に

F
ヴ
－
ア

4
3
ル
ノ

詣
で
‘
貴
公
子
同U
Jナ
ュ
リ
ア
l

ノ
』
の
坐
像
と
そ
の
下
の
石
棺
に
横
わ
る
二
つ
の
寓
意
像
問

u

夜
』
と
『
霊
ヘ
並
び
に
そ
の
反
封
の
壁
面
の
勺
ロ
レ
シ
ツ
J

坐

ク
レ
」
ノ
弐
コ
ロ
ア
ウ
ロ
ー
ラ

像
と
そ
の
下
の
同
じ
位
裁
を
と
る
二
つ
の
宵
立
像
『
薄
暮
』
と
吋
曙
光
』
を
ま
の
あ
た
り
に
す
れ
ば
、
い
ま
更
に
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
彫
刻
の
魔
術
に
魅
せ

ら
れ
て
廷
然
と
自
失
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
殊
に
可
・
夜
』
の
眠
れ
る
女
人
保
像
に
至
つ
て
は
、
こ
の
一
作
を
も
っ
て
作
者
が
解
か
ん
と
し
た
謹
術
的
課
題
の
総

て
は
謹
、
雪
る
と
ま
で
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
絶
封
債
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
か
よ
う
な
訪
問
者
も
、
こ
の
一
刷
群
像
の
中
間
な
る
ま
だ
建
築
的
装
備
も
整
わ
な
い
宰

虚
な
壁
面
に
‘
メ
デ
ィ
チ
家
の
守
護
望
者
コ
ス
マ
ス
と
ダ
ミ
ア
ヌ
ス
と
の
二
像
（
こ
れ
ら
は
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
助
手
の
作
）
に
守
ら
れ
て
聖
母
の
一
大
理

石
像
が
静
か
に
立
っ
て
い
る
の
を
宥
却
し
勝
ち
で
あ
る
。
墳
墓
像
か
ら
受
け
た
高
度
の
感
激
に
幻
惑
さ
れ
た
た
め
の
結
呆
で
あ
ろ
う
。
こ
の
慎
ま
し
や
か
な
像

は
『
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
ン
ナ
』
と
砕
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
作
者
は
既
に
一
五
一
二
年
頃
か
ら
そ
の
草
案
を
抱
き
、
一
五
二
二
年
に
も
な
お
製
作
を
績
け
‘
遂
に

査
部
に
瓦
っ
て
未
完
成
の
部
分
を
随
所
に
残
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
作
は
墳
墓
像
と
作
成
の
時
期
を
等
し
う
し
、
従
っ
て
作
者
の
創
作
道
程
に
あ
っ

て
も
大
な
る
韓
同
姑
に
立
ち
、
そ
れ
だ
け
に
聖
母
像
な
が
ら
も
極
め
て
含
蓄
性
に
官
む
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
像
の
製
作
後
に
お
け
る
な
お
三
十
年
に
及
ぶ

ぜ
エ
タ
l

彼
の
晩
年
に
は
聖
母
に
闘
し
た
だ
コ
A
悼
』
の
三
つ
の
未
完
成
作
を
飴
ず
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
種
の
彫
刻
と
し
て
は
最
後
的
意
義
を
も
つ
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
守
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
ン
ナ
』
を
究
極
措
と
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
盛
時
に
お
け
る
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
美
術
を
考
察
す
る
こ
と
が
小
論
の
目
的
で
あ

テ
ツ
リ
ピ
リ
タl

る
。
尤
も
そ
れ
が
た
め
に
は
首
然
こ
の
作
者
の
嬰
術
的
全
貌
と
の
密
接
な
闘
迫
を
保
ち
つ
つ
、
そ
の
む
し
ろ
不
協
和
音
と
「
怪
異
」
を
さ
え
賊
す
る
幾
多
の

展
面
に
瞥
見
を
加
え
ね
安
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
若
う
す
る
た
め
に
d
お
心
、
ず
か
ら
明
会
心
準
備
を
必
要
と
す
る
こ
と
守
あ
ろ
う
か
ら
‘
こ
こ
守
は
た
だ

，
主
題
の
範
閣
内
に
あ
っ
て
一
践
の
概
観
を
興
え
よ
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

、，

ママ

先
ず
強
め
聖
母
を
取
扱
っ
た
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
ご
四
七
五
年
ー
ー
一
五
六
四
年
）
の
一
般
に
確
認
さ
れ
た
作
品
を
年
代
順
に
表
示
し
て
お
こ
う
（
所
在
、
寸

法
‘
製
作
年
代
の
推
定
な
ど
は
主
と
し
て
比
較
的
最
近
の
研
究
た
る
司
・
阿
見
兵

σ
g
p

宮
】
のF
o－g
m
o
Z回
5
5
R
o
F
ロ
目
。
回
5
4司
q
w
O
L
E
oに
撮
る
）
。



，目、

一、...... 

え
晶
子

『
階
段
の
マ
ド
シ
ナh
プ
ィ
レ
シ
ツ
工
、

カ
1

サ
・
プ
オ
ナ
ロ
γ

テ
ィ
蔵
、
大
理
石
低
浮
彫
、0・E
×

o
h誌
5

・
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
に
て
一
四
九O
年

ー

l

一
四
九
二
年
製
作
。

ぜ
エ
タ
l

『
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
片
ロ
I

マ
、
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
蔵
、
大
理
石
丸
彫
、
高
さr
a
g
－
基
板
の
幅
r
a
g
－
ロ
ー
マ
に
て
委
賜
一
四

九
七
年
秋
、
契
約
一
四
九
八
年
夏
、
完
成
一
五O
O
年
の
終
り
頃
。

『
プ
ル
ー
ジ
ュ
の
マ
ド
シ
ナ
凡
プ
ル
ー
ジ
ュ
、
ノl
ト
ル
・
ダ
ム
寺
臓
、
大
理
石
丸
彫
‘
高
さ

fヘ

一一、、ー〆

，.－.、

一一一」J

ロ
ー
マ
或
い
は
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
に
て

HWNUB

- 

五
O
一
年
製
作
。

（
四
）
『
ド
ニ
の
聖
家
族
』
、
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
蔵
、
固
形
油
彩
、
直
径

H
W
H
O
B
－
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
に
て
一
五O
五
年
頃
製
作
。

『
夕
刊y
デ
オ
・
タ
γ

デ
イ
の
マ
ド
シ
ナ
h

ロ
シ
ド
シ
、
ロ
ー
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
蔵
、
大
理
石
固
形
浮
彫
、
直
径Y
3
5
・
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
に
て

（
五
）

一
五O
五
年
ー
ー
一
五
O
八
年
製
作
。
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rヘ........ 
ノ、

、＿，

可
バ
ル
ト
ロ
ム
メ
オ
・
ピ
y

テ
ィ
の
マ
ド
シ
ナ
片
フ
ィ
レ
シ
ツ
ミ
閑
民
美
術
館
蔵
‘
大
理
石
固
形
浮
彫
、
直
径
。
b
E
－
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
に
て
一

五
O
八
年
製
作
。

（
七
）
『
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
シ
ナ
片
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
、
サ
シ
・
ロ
レ
シ
ツ
ォ
寺
、
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
躍
拝
堂
蔵
、
大
理
石
丸
彫
二
両
さ

N
b吋E
－
フ
ィ
レ
シ

ツ
ェ
で
一
五
二
二
年
に
は
な
お
製
作
中
。

（
八
）
吋
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
本
寺
の
哀
悼
片
フ
ィ
レ
シ
ヅ
ミ
末
寺
臓
‘
大
理
石
丸
彫
、
高
さ

N
h品
目
・
ロ
l

マ
で
一
五
五
O
年
以
前
に
著
手
さ
れ
、
一
五
五

三
年
に
は
な
お
製
作
中
、
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
ヘ
移
さ
れ
た
時
期
は
不
明
、
一
七
一
一
一
一
年
に
本
寺
の
中
央
祭
壇
の
背
後
に
‘
一
九
三
二
一
年
以
来
は
左
の
袖
廊
の
う

ち
に
陳
列
。

（
九
）
『
パ
レ
ス
ト
リl
ナ
か
ら
の
哀
悼
片
フ
イ
レ
シ
ヅ
ミ
チ
エ
シ
ト
ロ
・
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
ィ
オ
レ
ス
コ
臓
、
大
理
石
丸
彫
‘
高
さ

N
w
a
s－
こ
の
作
に

つ
い
て
は
何
等
の
記
録
を
留
め
ず
、
一
九
O
七
年
に
始
め
て
k
p・
の
B
E
R

に
よ
り
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
作
に
蹄
せ
ら
れ
た
。

（
一0
．
）
可
ロ
シ
ダ
一
一
1

ニ
の
哀
悼
円
ロ
1

て
サ
シ
セ
グ
ェ
り

I

ノ
・
グ
ィ
メ
ル
カ
I

一
ア
ィ
宮
殿
、
大
理
石
丸
彫
、
高
さ
rugs

- 

ロ
ー
マ
で
一
五



五
0
年
代
の
中
頃
に
著
手
さ
れ
、
構
怨
の
捷
改
は
あ
り
な
が
ら
、
生
涯
の
最
後
の
年
、
印
ち
一
五
六
四
年
に
も
な
お
製
作
中
。
事
一
座
の
港
に
あ
る
署
名
は

後
刻
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
檎
歪
と
し
て
謂
わ
ゆ
る
吋
マ
シ
チ
ェ
ス
タ1
の
マ
ド
ン
ナ

L

（
ロ
シ
ド
シ
、
同
民
主
山
削
減
）
そ
の
他
の
初
期
の
聖
母
霊
を
見
出
ナ
が
、
幾
多
の
疑

問
を
存
す
る
た
め
に
こ
こ
で
は
翠
げ
な
い
こ
と
に
す
る
（
出
・
冨RW
0
4司
ω
W
M
J富山
。F
O】
何
回
関
口
山
。
－

0
・
5
5

二
一
四
八
頁
参
照
）
。

、c
，、

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
現
存
す
る
最
初
の
彫
刻
が
聖
母
像
‘
印
ち
第
一
の
『
階
段
の
マ
ド
ン
ナ
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
と
り
一
つ
の
奇
縁
で
あ
る

（
圃
版
二
参
照
コ
メ
デ
ィ
チ
家
の
興
隆
と
柴
華
を
誇
っ
た
ロ
レ
シ
ツ
ォ
・
イ
ル
・
マ
ニ
1

フ
ィ
コ
の
庇
護
の
も
と
に
や
っ
と
塾
術
の
修
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
彼

が
ま
だ
十
五
歳
か
ら
十
七
歳
の
聞
の
若
年
の
作
で
あ
る
。

．
、
ア
ソ
リ
リ
’
エ
ザ
ー

グ
ァ
ザ
l

リ
は
そ
の
『
美
術
家
列
停
』
の
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
僚
下
で
こ
の
依
浮
彫
の
聖
母
像
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
ド
ナ
テ
ヅ
ロ
の
作
風
を
模
倣
し

よ
う
」
（g
u
包
。
。
。
ぇ
B

同
R
O
E
g
g

－
o
店
内
出
口
。s
z

口
。
）
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
一
一
府
の
優
美
さ
と
卓
れ
た
素
描
を
も
っ
て
い
る
拡
を
除
け
ば
、

こ
の
E
匠
の
作
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
立
仮
だ
、
と
叙
べ
て
い
る
（
ポ
ヅ
タ1
り
版
第
三
省
一
九
四
頁
）
ロ
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
彫
刻
の
師
匠
は
ペ
ル
ト
ル
ド
・

デ
ィ
・
ヂ
ョ
グ
ァ
ン
－
一
で
あ
り
、
ま
た
後
者
の
師
匠
は
ド
ナ
一
ア
ヅ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
師
承
関
係
か
ら
見
て
こ
う
い
う
作
風
が
採
ら
れ
た
こ
と
は
何
の
不
思
議
も
な

ク
ワ
ヴ
ト
ロ
チ
エ
シ
ト

い
。
け
れ
ど
も
こ
の
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
の
は
ド
ナ
一
ア
ッ
ロ
の
活
動
期
か
ら
は
も
は
や
宇
世
紀
を
距
て
、
し
か
も
四
百
年
代
後
半
・
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
美
術
と

い
え
ば
幾
多
の
俊
才
が
輩
出
し
て
一
日
を
も
争
う
ほ
ど
の
躍
進
の
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
ず
ァ
ザ1
り
の
評
一
日
一
口
は
こ
の
作
品
が
営
時
に
お
い
て
は
や
や
古
様

σ
－
向
重
さ
え
踏
ぺ
ス
手
れ
と
と
を
←
刀
寸

J
4
σ
－
と

H
午
才
、r
z
E
t

一
般
に
四
百
年
代
に
お
け
る
フ
ィ
レ
シ
ツ
工
作
家
の
聖
母
表
現
は
彫
刻
、
殊
に
浮
彫
の
領
域
で
最
も
燭
異
な
も
の
を
生
み
出
し
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か

も
こ
の
種
の
聖
母
彫
刻
は
常
代
の
拶
し
い
社
合
的
需
要
に
際
ず
る
も
の
で
、
大
理
石
‘
青
銅
乃
至
は
陶
土
で
仕
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
勿
論
‘
そ
れ
ら
の
原
型
を

漆
喰
若
し
く
は
陶
土
で
模
作
し
、
更
に
塑
麗
な
彩
色
を
施
し
た
も
の
が
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
人
の
貴
践
を
問
わ
ず
家
庭
の
祭
壇
や
或
い
は
街
頭
の
厨
子
に
ま
で
飾
ら

れ
て
、
そ
の
現
存
す
る
遺
品
は
数
百
を
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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ヨ
日
常
代
を
離
脱
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
的
意
味
に
お
け
る
聖
母
構
岡
の
形
成
の
た
め
に
は
特
に
三
人
の
彫
刻
家
、
印
ち
ギ
ペ
ル
一
ア
ィ
、
ド
ナ
テ
ヅ
ロ
及
ぴ
ル
カ

・
デ
ヅ
ラ
・
ロ
柑
／
ピ
ア
の
功
績
が
翠
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
っ
て
後
世
の
箆
展
に
と
り
著
し
い
影
響
を
興
え
た
。
先
ず
ギ
ペ
ル
テ
ィ
の
聖
母
子
保
の

一
般
的
性
格
は
「
紳
の
母
」
や
「
紳
の
子
」
と
し
て
の
プ
シ
ヅ
グ
的
把
握
と
は
反
封
に
、
も
っ
と
自
然
的
な
も
の
と
な
り
‘
マ
リ
ア
は
子
供
を
愛
撫
し
、
接
吻
し
．

時
に
は
そ
の
頚
筋
を
擦
り
、
ま
た
林
檎
と
か
葡
萄
の
房
で
あ
や
し
て
、
静
か
な
母
性
愛
に
お
け
る
多
趣
多
様
な
モ
テ
ィ

l

フ
が
非
常
な
繊
細
さ
を
も
っ
て
観
察

さ
れ
、
設
刺
と
し
た
し
か
も
素
朴
な
無
造
作
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
、
か
よ
う
な
人
間
的
幸
一
胞
の
最
も
純
粋
な
喜
び
の
一
つ
の
顕
わ
れ
こ
そ
イ
タ
リ
ア
美
術
に

新
た
な
領
土
を
拓
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
ド
ナ
テ
ヅ
ロ
の
場
合
に
は
マ
リ
ア
は
依
然
と
し
て
崇
高
な
聖
堂
貞
で
あ
り
‘
息
子
の
使
命
を
預
感
ず
る

バ
ム
ぜ
l

ノ

も
の
の
よ
う
に
愁
え
さ
え
帯
ぴ
て
い
る
。
尤
も
キ
リ
ス
ト
は
大
抵
は
た
あ
い
も
な
い
「
嬰
児
」
と
し
て
表
わ
さ
れ
、
そ
れ
を
母
は
じ
っ
と
見
つ
め
、
時
に
は
不

安
げ
に
自
分
に
押
し
つ
け
、
時
に
は
日
分
か
ら
取
り
離
し
て
祈
念
の
う
ち
に
打
ち
沈
ん
で
い
る
。
勿
論
そ
れ
ら
の
姿
態
や
動
勢
や
表
情
に
お
い
て
現
寅
観
察
の

銃
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
伺
性
的
措
寓
は
む
し
ろ
避
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ド
ナ
テ
ッ
ロ
の
聖
母
の
一
つ
の
特
性
と
し
て
殆
ど
い
つ
も
鼻
筋
の
通
つ

ヲ
ロ
ヲ
イ
I

ル

た
古
典
的
形
式
を
も
っ
皆
、
顔
で
あ
る
こ
と
が
翠
げ
ら
れ
よ
う
。
か
よ
う
な
厳
粛
に
し
て
無
愛
知
川
と
も
思
わ
れ
る
表
現
の
仕
方
は
返
っ
て
刺
戟
的
殻
果
守
も
ち

多
数
の
迫
随
者
が
見
出
さ
れ
た
に
し
て
も
、
常
来
に
お
け
る
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
美
術
の
一
般
的
傾
向
は
聖
母
子
の
一
府
臼
然
的
で
、
空
た
一
一
府
情
趣
に
宮
む
把
握

を
求
め
た
の
で
あ
っ
て
、
ル
カ
・
デ
ヅ
ラ
・
ロ
ザ
ピ
ア
の
作
品
の
護
民
を
辿
れ
ば
こ
れ
が
明
か
に
な
ら
う
。
彼
は
初
期
に
は
ド
ナ
テ

γ

ロ
の
感
化
を
受
け
た
が
、

・
次
第
に
ギ
ペ
ル
テ
ィ
や
そ
の
後
鱗
者
と
同
調
す
る
に
至
っ
た
。
殊
に
彼
の
創
案
に
な
る
粕
薬
著
彩
の
陶
器
で
出
来
た
聖
母
浮
彫
の
館
多
な
製
作
は
こ
の
特
色
を

褒
揮
す
る
も
の
で
、
ま
た
そ
の
繊
細
を
極
め
た
趣
味
、
濃
や
か
た
感
側
、
清
潔
な
仕
上
げ
の
う
ち
に
は
ア
ル
ノ
河
畔
の
都
民
の
最
も
麗
し
い
一
側
面
た
る
家
庭
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的
雰
閏
気
の
親
密
さ
が
ま
ざ
ま
ざ
と
宥
取
さ
れ
る
。

上
越
の
ご
一
大
作
家
の
後
に
は
も
は
や
彼
等
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
も
の
を
見
出
さ
な
い
が
、
聖
母
美
術
の
場
合
も
同
断
で
あ
る
。
同
百
年
代
に
は
な
お
多
数
の

彫
刻
家
宅
有
名
ざ
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
ド
ナ
テ
ヅ
ロ
恨
の
ア
プ
ス
テ
ィ
1

ノ
・
デ
ィ
・
ド
ウ
ヅ
チ
ョ
や
ベ
ル
ト
ル
ド
な
ど
そ
の
作
風
陀
寓
質
的
で
あ
る
が
、

益
々
風
俗
的
要
素
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
波
の
デ
ジ
デ
リ
ョ
・
ダ
・
セ
汐
テ
ィ
ナ
ャ
l

ノ
の
そ
れ
は
個
別
性
や
生
動
さ
に
釣
ず
る
特
殊
の
愛
好
を
有
す
る
。
同
年

輩
の
ア
シ
ト
ニ
オ
・
ロ
セ
γ

り

1

ノ
の
聖
母
浮
彫
は
抱
霊
的
な
柔
味
を
一
京
ナ
が
、
平
俗
で
安
易
な
も
の
に
墜
し
て
い
る
。
彼
の
後
継
者
ペ
ネ
デ
ザ
ト

l

・
ダ
・



マ
ヤ
l

ノ
の
作
品
は
美
し
い
線
僚
に
お
い
て
ギ
ペ
ル
テ
ィ
に
近
く
弘
ま
た
慎
ま
し
や
か
な
情
緒
性
に
富
ん
で
い
る

6

爾
飴
の
ト
ス
カ
ナ
彫
刻
家
は
聖
母
表
現
に

お
い
て
殆
ど
何
等
の
新
規
軸
を
も
生
み
出
し
て
い
な
い
。
ル
カ
・
デ
ヅ
ラ
・
ロ
ヅ
ピ
ア
の
甥
ア
シ
ド
レ
ア
は
そ
の
工
房
を
受
け
縫
い
で
、
莫
大
な
数
の
粕
楽
著

色
あ
る
陶
器
の
聖
母
を
焼
い
た
が
、
単
な
る
型
式
の
踏
襲
に
終
っ
て
い
る
。
四
百
年
代
の
最
後
の
四
分
の
一
世
相
に
な
る
と
グ
エ
ロ
ザ
キ
ョ
の
如
き
は
聖
母
浮
彫

に
お
い
て
も
（
例
え
ば
フ
ィ
レ
ン
ツ
工
、
閥
民
美
術
館
の
一
作
）
細
部
に
至
る
ま
で
忠
宜
な
自
然
探
求
を
試
み
た
が
、
し
か
し
一
般
的
に
は
個
別
的
な
も
の
の
排

除
、
諸
々
の
形
式
の
普
遍
化
、
純
粋
に
謹
術
的
な
．
要
求
が
一
層
著
し
く
な
っ
た
ロ
ア
シ
ド
レ
ア
・
サ
ン
ツ
グ
ィ

1

ノ
に
お
い
て
こ
の
傾
向
は
極
度
に
達
し
て
い

る
。
彼
の
聖
母
は
類
型
的
表
現
で
あ
っ
て
、
嘗
て
の
風
俗
的
な
生
動
性
に
代
る
巌
粛
に
し
て
宗
教
的
な
把
握
の
う
ち
に
は
屡
々
空
疎
な
形
骸
や
感
情
の
誇
張
が

見
ら
れ
る
。
以
上
で
四
百
年
代
に
お
け
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
聖
母
彫
刻
の
推
移
接
選
を
極
く
大
ず
か
み
に
概
観
し
た
が
（
こ
の
主
題
に
闘
す
る
精
到
な
研
究
、
殊

に
豊
富
な
作
例
の
引
用
に
つ
い
て
は
巧
・
回
。
仏PE
R
S

江
口
白
回
目
E
r
g
o
吋
仏
R

同
g

巴
g
s
n
o
w
品
・
〉
忌
・
5
N
H

参
照
）
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
最
初

の
作
品
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
は
買
に
こ
の
よ
う
な
停
統
が
樹
立
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

* 
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こ
こ
で
『
陪
段
の
マ
ド
ン
ナ
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
見
る
に
、
こ
の
釦
形
の
浮
彫
で
は
聖
母
は
四
角
な
石
の
墨
座
に
横
向
き
に
腰
掛
け
て
、
自
民
剰
な
横
顔
の

う
ち
に
宏
一
慮
を
見
つ
め
て
い
る
。
裸
股
の
聖
子
は
観
者
に
背
を
向
け
母
親
の
胸
の
う
ち
に
深
々
と
眠
り
込
ん
で
い
る
。
背
景
に
は
階
段
が
あ
っ
て

1
l

作
品
の

テ
ヅ
ト

名
稽
は
こ
れ
に
基
づ
く
｜
｜
、
そ
の
上
で
童
子
連
が
嬉
々
と
遊
ぴ
戯
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
叫
ぴ
撃
も
聖
母
子
が
醸
し
出
す
静
誼
を
破
ろ
う
と
は
し
な
い
。
し
か

も
頭
部
を
い
び
つ
な
固
光
｜
｜
i

国
光
は
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
以
後
の
作
品
で
は
も
は
や
二
度
と
現
わ
れ
て
い
な
い
！
ー
が
取
り
巻
い
て
い
る
た
め
に
型
母
た

る
こ
と
を
認
め
る
が
、
さ
も
な
い
と
到
底
そ
の
よ
う
な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
在
来
の
表
現
か
ら
は
脱
却
し
て
い
る
こ
と
が
漸
次
に
明
か
に
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
作
品
が
「
ド
ナ
テ
ヅ
ロ
の
作
風
」
を
帯
び
る
こ
と
は
前
に
グ
ァ
ザ
1

リ
の
叙
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
単
な
る
推
察
で
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は

ま
た
ポ
l

デ
の
詮
明
に
よ
っ
て
知
る
（
前
掲
重
一
七
四
頁
以
下
）
。
卸
ち
パ
リ
の
ロ
5
1
5

蒐
集
に
は
一
つ
の
聖
母
浮
彫
が
蔵
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
も
と
ド

ナ
テ
γ

ロ
の
作
品
に
基
づ
き
そ
の
弟
子
の
デ
ジ
デ
リ
ヨ
－r
・
セ
テ
ィ
ナ
ャ

1

ノ
が
幾
分
の
創
意
を
加
え
な
が
ら
模
造
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ミ
ケ
ル
ア
シ



ヂ
エ
ロ
は
営
然
こ
れ
を
根
擦
に
可
階
段
の
マ
ド
ン
ナ
』
宇
一
作
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
設
に
つ
い
て
ず
ェ
ル
フ
リ
シ
は
夙
に
異
議
を
唱
え
た
が
、
詳
し

く
見
て
ゆ
く
と
一
臆
は
承
服
し
得
る
も
の
で
、
トl
デ
な
ど
も
こ
れ
を
認
め
て
い
る
（
出
・
、
E
O
仏
0
・
冨
片Z
E

ロ
間
色
。
ロ
ロ
血
合
ω

開
E
O
円
四
日
開g
旦
g
m
s
n
o
w

s
尽
第
三
巻
第
一
部
七
二
頁
以
下
）
。
デ
ジ
デ
リ
ョ
の
こ
の
大
理
石
浮
彫
で
は
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
そ
れ
と
は
正
反
割
に
聖
母
は
左
向
き
で
あ
る
が
、
や
は

り
ド
ナ
テ
ヲ
ロ
に
特
有
な
純
然
た
る
横
顔
を
と
り
、
そ
の
上
位
は
も
っ
と
強
く
前
屈
み
に
な
り
、
膝
の
う
ち
に
幼
児
を
支
え
て
い
る
と
、
幼
児
は
母
親
を
見
上

げ
、
そ
の
着
物
を
胸
の
と
こ
ろ
で
掴
ん
で
い
る
。
母
親
は
左
足
を
一
層
高
く
置
い
て
い
る
が
、
着
物
の
裾
で
被
わ
れ
た
四
角
な
石
塊
の
上
に
坐
し
て
い
る
様

子
は
主
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
場
合
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
幾
分
の
修
正
を
試
み
な
が
ら
こ
の
表
現
に
従
っ
て
彼
は
ベ
シ
の
素
描
を
作
り
‘
い
ま
ロ
ン
ド
ン
の

出
8
0

目
江
口
。
蒐
集
に
蹄
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
と
ポ
1

デ
は
述
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
両
者
の
作
品
に
は
著
し
い
懸
隔
が
存
ず
る
こ
と
を
見
謬
る
べ
き
で
な
い
。
若
き
日
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
が
求
め
た
も
の
は
既
に
一
種
の

モ
ヌ
メ
〉
タ
リ
テ1
ト

永
久
碑
性
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た
め
に
四
百
年
代
に
お
け
る
よ
う
な
日
常
の
親
密
な
母
子
関
係
は
消
え
失
せ
て
‘
懐
然
た
る
巌
粛
味
と
冷
酷
さ
さ
え
が
加
わ

っ
て
来
て
い
る
。
か
よ
う
な
情
趣
の
輯
同
に
は
伎
が
「
古
代
」
か
ら
墜
ん
だ
様
式
形
成
的
な
諾
要
因
が
働
き
、
そ
れ
は
組
立
に
お
け
る
構
築
的
直
線
性
と
集
群

7
ラ
4

ス
ク
凡
ヲ
ト
ウ
ー
ル

に
お
け
る
立
睦
的
確
賓
き
で
あ
っ
て
、
作
品
そ
の
も
の
は
い
ま
だ
初
期
ル
ネ
サ
ン
ス
の
絢
霊
的
浮
彫
た
る
を
語
れ
な
い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
自
由
彫
刻
の

観
照
が
移
し
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ド
ナ
テ
γ

ロ
風
の
聖
母
の
ず
ん
ぐ
り
し
た
比
例
は
こ
こ
で
は
す
っ
き
り
と
細
長
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
著
座
す
る
上
陸
は
腰
格
な
垂
直
線
の
う
ち
に
直
立
せ
し
め
ら
れ
る
に
鞠
し
、
水
平
線
は
彼
女
の
左
の
上
腿
や
背
景
の
階
段
に
お
い
て
、
ま
た
針
角
線
は
そ
の

左
脚
、
右
脚
‘
右
肩
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
線
的
骨
粗
を
も
っ
構
成
は
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
が
い
か
に
古
代
の
合
法
則
法
を
ば
そ
の
最
も
車

純
な
諸
々
の
規
則
に
還
元
せ
し
め
得
た
か
を
示
す
も
の
で
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
「
サ
シ
・
マ
ル
コ
の
苑
」
に
お
け
る
古
代
遺
品
の
蒐
集
の
研
究
が
彼
の
創
建
力
を

デ
ム
メ

促
進
し
、
首
時
の
停
統
か
ら
解
放
し
た
こ
と
と
考
う
ぺ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ユ
ス
テ
ィ
の
如
き
は
古
代
の
彫
像
よ
り
、
む
し
ろ
彫
石
が
『
階
段
の
マ
ド
シ
ナ
』
の
手
本

と
な
っ
た
と
見
倣
し
、
グ
ィ
シ
ケ
ル
マ
シ
が
グ
ェ
ス
タ
女
神
の
祭
尼
と
認
め
よ
う
と
し
た
一
つ
の
婦
人
像
彫
石
と
の
比
較
を
勧
め
て
い
る
（
の
－

E
怠
噌
富
山
の
｝
H
O－
－

g
m
o
z
w
5
3
三
五
頁
）
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
具
陸
的
な
例
読
は
差
し
控
え
る
に
し
て
も
、
こ
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
は
も
は
や
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
の
淑

や
か
な
女
性
で
な
く
、
パ
ル
テ
ノ
ン
紳
殿
の
村
民
浮
彫
に
描
か
れ
た
女
紳
の
一
人
が
姿
を
表
わ
し
た
も
の
と
い
っ
て
も
週
一
一
口
で
な
い
で
あ
ろ
う

o

或
る
意
味
で
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こ
の
作
者
の
将
来
に
お
い
て
展
開
さ
る
べ
ぎ
諸
々
の
翠
術
的
一
回
活
性
を
預
示
す
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
最
初
の
聖
母
像
に
つ
い
て
古
来
の
美
術
史
家
連
は
あ
ら
ゆ
る

言
鮮
や
－
費
し
て
殆
ど
遺
漏
た
合
空
で
に
王
っ
て
い
る
が
、
た
だ
一
事
に
闘
し
甚
だ
等
閑
脱
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。

.u. 
，、

一
般
に
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
作
品
は
比
較
的
陀
少
で
あ
る
た
め
、
そ
の
取
材
的
範
間
も
狭
く
、
「
マ
リ
ア
の
生
涯
」
の
数
多
い
作
悶
か
ら
は
謂
わ
ゆ
る

T
I
テ
ル
－
v

ロ
ロ
』
サ

7
1
テ
ル
・7
T
1
ピ
リ
ス

「
悲
し
み
の
聖
母
」
と
「
優
し
き
型
母
」
と
の
二
つ
の
範
時
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
可
階
段
の
マ
ド
ン
ナ

L
で
は
J保
飽
の
幼
児
は
母
の
雨
腕
の
聞
に
戸
、

っ
す
り
と
寝
込
ん
で
、
そ
の
後
向
き
の
濯
し
い
首
、
頭
、
雨
肩
‘
そ
れ
か
ら
無
器
用
に
曲
げ
ら
れ
た
左
腕
そ
頴
わ
に
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
貨
は
夢
も
な

ぎ
熟
睡
に
あ
り
な
が
ら
深
々
と
筑
房
に
吸
い
つ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
母
も
そ
れ
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
右
手
で
胸
を
少
し
ば
か
り
は
だ
け
て
い
る

か
ら
、
二
つ
の
範
臨
時
の
う
ち
で
後
者
に
属
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
た
だ
親
愛
な
母
子
の
間
柄
と
い
う
だ
け
で
な
く
‘
か
よ
う
に
筑
を
飲
ま
せ

る
と
い
う
契
機
が
撰
ば
れ
た
こ
と
に
は
甚
だ
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
い
う
作
図
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
珍
奇
とeい
う
わ
け
で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
最
古
の
明
ほ
と
見
山
慨
さ
れ
る
ロ

I

マ
、
プ
リ
ス
キ
ッ
ラ
惑
コ
ム
町
に

マ
I

テ
ル
・
ヌ
ト
リ
エ
レ
ス

描
か
れ
た
二
世
記
初
顕
の
プ
レ
ス
コ
罫
→
は
既
に
そ
れ
を
取
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
ピ
ザ
シ
テ
ィ
シ
美
術
の
末
期
に
な
り
「
養
育
の
聖
母
」
の
摺
が
成
立
す
る
に
つ

れ
て
、
か
よ
う
な
授
乳
の
闘
も
ま
た
屡
々
作
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
十
二
世
紀
の
中
葉
な
る
ロ

l

マ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
イ
シ
・
ト
ラ
ス
テ
グ
ェ

I

レ
寺
の
正

T
F
シ
ナ
・J
T
t
N
・
ラ
ヅ
テ

面
部
を
飾
る
モ
ザ
イ
ク
書
に
そ
の
一
例
が
見
ら
れ
る
。
十
四
骨
組
に
入
る
と
、
彫
刻
家
一
一
ノ
・
ピ
ザ

1

ノ
の
『
授
乳
の
聖
母
』
（
ヒ
ザ
‘
キ
エ
I

ザ
・
デ
ッ
一
フ
・

ス
ピ
I

ナ
臓
）
や
、
更
に
著
名
な
も
の
に
シ
エ
ナ
仮
の
謂
山
本
ア
ム
プ
ロ

l

ヂ
ョ
・
ロ
レ
シ
ヅ
エ
ヅ
テ
ィ
の
同
題
の
作
品
（
シ
エ
ナ
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
寺
賊
）

が
あ
る
（
制
稿
「
聖
母
美
術
に
お
け
る
シ
エ
ナ
仮
ヘ
コ
夫
術
史
”
』
第
四
披
参
照
）
。
し
か
し
十
五
世
紀
に
お
い
て
、
殊
に
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
仮
の
多
彩
を
極
め
た
聖

母
表
現
一
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
種
の
題
材
は
殆
ど
丸
首
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
空
た
上
述
の
誌
作
と
比
べ
て
み
て
も
、
そ
の
把
握
の
仕
方
に
お
い
て
ミ
ケ
ル
ア
シ

ヂ
エ
ロ
の
場
合
は
木
質
的
な
相
呉
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
私
は
か
よ
う
な
作
同
の
う
ち
に
は
技
術
家
の
根
強
い
意
同
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
殊
に
四
十
年
後
の
周
熟
作
た
る
可
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
シ
ナ
』
に
お
い
て
も
再
び
授
乳
の
モ
テ
ィl
フ
が
繰
返
え
き
れ
、
ま
た
お
そ
ら
く
こ
の
二
つ
の
作
品

は
彼
の
聖
母
表
現
と
し
て
最
も
燭
白
な
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
一
層
そ
の
感
が
深
い
。
蓋
し
こ
こ
で
は
地
上
的
な
母
と
し
て
で
な
く
、
永
遠
に
母
性
的
な
も

- 8 ー



ウ
ル
ク
ラ
フ
ト

の
の
本
源
方
が
天
才
的
的
確
さ
を
も
っ
て
把
掴
さ
れ
‘
象
徴
的
に
総
て
を
包
矯
ナ
る
姿
態
の
う
ち
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
マ
ド
シ

ケ
〉
タ
ウ
ロ
ス

ナ
は
無
限
を
見
つ
め
る
女
諌言
者
の
よ
う
な
相
貌
を
と
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
聖
母
は
同
時
代
の
浮
彫
た
る
守
ラ
ピ
タ
イ
族
と
宇
人
宇
獣
と
の
格
闘
』

と
共
に
作
者
が
生
涯
に
瓦
り
身
退
か
ら
離
さ
ず
、
グ
ィ
ア
・
マ
ヅ
ツ
ァ
待
な
る
自
宅
に
留
め
て
、
彼
の
在
世
蛍
時
に
は
た
だ
少
数
の
者
の
み
が
こ
れ
を
見
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
存
ず
る
。

++ 

ロ
ー
マ
の
大
本
山
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
を
訪
れ
る
者
は
、
正
面
玄
関
か
ら
入
り
右
の
側
廊
た
る
最
初
の
漣
拝
堂
の
う
ち
に
や
や
高
過
ぎ
る
位
置
に
据
え
ら
れ
た

ミ
ケ
ル

、

ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
『
哀
悼
』
の
彫
像
を
仰
ぎ
見
て
、
な
ん
と
な
く
奮
知
の
思
い
を
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
作
品
は
最
も
著
名
な
も
の
で
あ
り
‘

ま
た
ζ

の
一
作
を
も
っ
て
彼
の
世
界
的
名
撃
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
グ
ァ
ザI

リ
の
詮
寸
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
彫
像
は
フ
一
フ
シ
ス
の
枢
機
卿
ジ
ャ
シ
・
ド

ゥ
・
グ
ィ
リ
エ
・
ド
ゥ
・
ラ
・
グ
ロ
レ

l

の
委
蝿
に
よ
h
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

元
来
は
改
築
以
前
の
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
寺
の
謂
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン
ス
玉
の
躍
拝

堂
」
に
紀
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
こ
の
委
燭
を
仲
介
し
た
ヤ
コ
ポ
・
ガγ
リ
は

「
今
日
ロl
マ
に
存
す
る
う
ち
で
最
も
美
し
い
大
理
石
作
品
と
な
り
、
い
か
な

る
作
者
も
現
在
で
は
こ
れ
以
上
の
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
」

と
保
誼
し
た
と
い
わ
れ
る
。
主
題
と
い
い
、
場
所
柄
と
い
い
、
二
十
二
歳
の
新

銃
作
家
が
精
根
を
傾
け
る
に
は
十
分
で
あ
っ
た
。
質
際
こ
の
作
品
ほ
ど
仕
上
げ

ポ
ソ
l
九

に
あ
ら
ゆ
る
考
慮
が
捕
わ
れ
、
最
後
の
蹴
聞
き
ま
で
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
彼
の

も
の
と
し
て
珍
ら
し
い
。
そ
れ
故
に
聖
母
の
胸
衣
の
紐
に
は
富
山
の
｝
g
o

－
－
〉
ロm
a

£
g
a
回
。5
5
Z
ω

目
。
2
E
5
5
3

巳
与
巳
と
碍
銘
践
で
彼
の
署
名
が
刻
ま

- 9 ー
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れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
初
に
し
て
唯
一
の
場
合
に
属
し
て
い
る
。

こ
の
群
像
で
は
「
聖
母
は
十
字
架
を
支
え
る
岩
の
上
に
坐
し
、
膝
の
う
ち
に
死
せ
る
息
子
を
抱
い
て
い
る
。
彼
女
は
気
高
く
て
素
晴
ら
し
い
美
貌
を
持
っ
て

い
る
か
ら
、
そ
れ
を
仰
仁
者
は
何
人
も
敬
度
の
念
に
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
像
は
神
の
子
と
そ
の
母
の
う
ち
に
具
象
化
さ
れ
た
人
間
性
の
一
つ
の
愈
敬
ず
べ
き
再

現
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
こ
の
母
に
非
難
を
加
え
る
人
々
が
あ
っ
て
、
息
子
の
こ
と
を
考
え
る
と
彼
女
は
若
過
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
。
或
る
日
こ

の
賠
に
つ
い
て
私
が
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
と
言
葉
を
交
わ
し
た
と
ま
、
彼
は
こ
う
い
う
の
で
あ
っ
た
。
『
貞
潔
な
婦
人
は
不
貞
な
婦
人
よ
れ
も
ず
っ
と
新
鮮
さ
を

保
っ
て
い
る
の
を
君
は
知
ら
な
い
の
か
。
そ
の
心
の
う
ち
に
内
陸
を
傷
け
る
慾
情
が
少
し
も
起
こ
っ
た
こ
と
の
な
い
魔
女
に
な
る
と
一
府
新
鮮
で
あ
る
。
し
か

し
更
に
一
一
一
口
を
進
め
よ
う
。
若
い
年
頃
の
か
よ
う
な
新
鮮
さ
と
花
盛
り
は
自
然
の
法
則
に
従
っ
て
肉
位
の
う
ち
に
保
た
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
問
わ
な
い

と
す
る
も
、
一
岬
の
母
の
魔
女
性
と
純
潔
さ
を
こ
の
世
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
紳
の
助
け
が
働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
息
子

の
場
合
は
そ
う
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
反
釣
で
あ
る
。
紳
の
子
が
賞
際
に
人
聞
の
姿
を
と
り
、
し
か
も
人
間
と
し
て
他
の
人
間
の

よ
う
に
罪
に
墜
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
場
合
そ
の
表
現
に
お
い
て
人
間
的
な
も
の
を
紳
的
な
も
の
に
針
し
退
か
し
め
る

要
が
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
の
年
輩
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
人
間
的
な
も
の
が
現
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
が
最
も
紳
聖
な
魔

女
、
即
ち
紳
の
母
を
ば
息
子
と
比
べ
て
、
彼
女
の
年
輩
に
叶
っ
た
よ
り
も
一
層
若
作
り
に
表
現
し
、
こ
れ
に
反
し
て
息
子
は
そ
の
年
格
好
に
ふ
さ
わ
し
く
描
出

し
た
に
し
て
も
、
君
は
何
も
不
思
議
が
る
に
は
及
ば
な
い
』
と
。
こ
う
い
う
考
察
は
神
患
者
な
ら
誰
を
も
勿
位
ぶ
っ
た
も
の
に
し
、
ま
た
ほ
か
の
人
で
は
お
そ

ら
く
捷
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
に
あ
っ
て
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
いJ
彼
の
弟
子
で
あ
り
’
、
親
し
く
そ
の
侍
記
を
も
の

し
た
コ
シ
デ
ィ
グ
ィ
は
以
上
の
よ
う
に
物
語
っ
て
い
る
が
（
ド
イ
ツ
語
コ1
ル
ハ
ム
メ
ル
版
五
二l
l

一
一
一
頁
）
、
営
代
の
作
家
連
の
聞
に
お
け
る
謀
術
的
関
心
が

奈
漫
に
あ
る
か
を
初
梯
せ
し
め
て
甚
だ
興
味
あ
る
ば
か
り
か
、
事
質
こ
の
場
合
の
マ
リ
ア
の
表
現
は
驚
く
べ
舎
致
呆
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

守
っ
た
り
と
生
気
も
失
せ
た
成
人
の
屍
陸
を
か
弱
い
婦
人
が
膝
の
上
に
抱
く
と
い
う
こ
の
群
像
の
課
題
は
最
も
困
難
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
作
者

ザ
エ
シ
ド
ウ
シ
グ
ド
ウ
レ
i

ウ
シ
グ

は
首
時
の
何
人
も
な
し
得
な
か
っ
た
よ
う
な
方
策
に
出
で
、
形
式
的
に
ほ
絶
て
が
「
轄
同
と
振
れ
」
（
グ
ェ
ル
フ
リ
シ
）
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
鐙
躯
は
苦
も

な
く
接
合
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
マ
リ
ア
は
支
え
て
い
る
が
、
重
み
で
墜
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
に
は
ま
た
豊
富
に
過
ぎ
る
位
の
巧
妙
な
衣
の
展

A
U
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づ
け
が
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
最
大
の
感
銘
は
マ
リ
ア
の
表
情
の
う
ち
に
あ
る
。
こ
の
種
の
「
悲
し
み
の
聖
母
」

に
あ
っ
て
は
、
泣
き
腫
れ
た
顔
、
苦
痛
の
し
か
め
面
、
力
も
な
き
除
俸
を
表
わ
す
こ
と
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
が
‘
「
神
の
母
は
地
上
の
母
の
よ
う
に
泣
く
べ

き
で
な
い
じ
と
い
う
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
更
に
、
上
越
の
コ
ン
デ
ィ
グ
ィ
の
謹
言
の
よ
う
に
、
超
自
然
的
な
若
々
し
き
と
魔
女
性
と
を
賦
興
し
た
。
そ
し
て

「
彼
女
は
全
く
静
か
に
頭
を
垂
れ
、
顔
付
き
に
は
な
ん
の
感
動
も
な
く
‘
た
だ
下
げ
ら
れ
た
左
手
の
う
ち
で
の
み
も
の
宣
言
っ
て
い
る
。
そ
の
宇
開
き
の
左
手

モ
y
ロ
ー
グ

ー

は
苦
情
の
歎
し
た
濁
白
に
枠
奏
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
か
よ
う
な
ず
ェ
ル
フ
リ
シ
の
讃
辞
令
古
典
美
術
』
第
七
版
四
六
頁
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
わ
れ
わ

れ
日
本
人
は
ま
た
お
の
ず
か
ら
別
趣
の
印
象
を
受
け
る’で
あ
ろ
う
。
頭
巾
に
被
わ
れ
や
や
斜
に
僻
い
た
伏
目
の
聖
母
は
能
面
を
つ
け
た
よ
う
で
．
僅
か
左
の
指

先
だ
け
に
徴
妙
な
勤
き
を
見
せ
る
抑
制
さ
れ
切
っ
た
謙
虚
な
ポ
ー
ズ
は
ど
こ
か
能
柴
の
所
作
を
想
わ
し
め
る
も
の
が
あ
り
、
生
動
性
と
が
例
ュ

7

艶
ザ
特
色
と
す
る

ル
ネ
サ
ン
ス
彫
刻
の
う
ち
に
あ
っ
て
珍
ら
し
く
家
郷
院
な
気
持
が
整
え
る
こ
と
は
私
だ
け
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
偶
々
ユ
ス
テ
ィ
を
縞
く
と
、
こ
の
馳
に
闘
し
「
或

る
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
は
仰
敢
に
つ
い
て
、
神
の
う
ち
に
沈
潜
し
た
魂
の
紳
秘
的
諦
念
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
ぐ
（
前
掲
書
九
一
頁
）
と
い
っ
て
「
魂

の
静
け
さ
」
を
稽
え
て
い
る
が
、
西
洋
人
に
も
或
る
程
度
こ
れ
に
言
及
し
た
も
の
が
あ
っ
た
か
と
懐
し
く
思
わ
れ
る
。

し
か
し

2
A悼
』
は
聖
母
表
現
と
し
て
む
し
ろ
副
次
的
な
も
の
に
麗
し
、
わ
れ
わ
れ
の
主
題
で
ほ
か
よ
う
な
成
人
の
キ
リ
ス
ト
よ
り
も
、
や
は
り
「
嬰
児
」
を

伴
っ
た
マ
リ
ア
の
方
が
一

一暦
重
．
裂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
作
品
そ

の
も
の
の
襲
術
的
債
値
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
で
は
簡
略
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う
。

* 

『
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
と
製
作
年
代
が
徐
り
下
ら
ず
、
様
式
的
に
も
類

縁
関
係
に
あ
る
も
の
は
第
三
の
『
プ
ル
1

ジ
ェ
の
マ
ド
ン
ナ
』
で
あ
る
。
こ
の

作
品
も
毛
の
よ
う
な
尖
銃
さ
を
も
っ
て
丹
念
に
仕
上
げ
ら
れ
、
輝
か
し
い
最
後

の
蹴
聞
き
が
か
か
っ
て
い
て
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
作
中
で
も
異
例
の
一
つ
に

教
え
ら
れ
る
。
こ
の
聖
母
像
は
製
作
後
の
数
年
に
（
一
五

O
六
年
）
プ
ルl
ジ
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ュ
の
富
裕
な
商
人
ム1
ス
ク
ロ
シ
家
に
よ
っ
て
購
わ
れ
、
同
地
の
ノl
ト
ル
・
ダ
ム
寺
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
デ
ュI
レ
ル
は
ネ
ザ
I

ラ
シ
ド
旋
行
の
途

失
一
五
一
二
年
に
こ
れ
を
見
て
驚
歎
し
た
こ
と
が
そ
の
日
記
に
出
て
い
る
。
尤
も
こ
の
像
が
他
か
ら
の
委
騒
を
侯
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
作
者

自
ら
の
漏
足
の
た
め
に
試
み
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
存
し
‘
美
術
史
家
の
聞
に
必
ず
し
も
定
設
を
見
出
さ
な
い
。

そ
れ
は
と
に
か
く
、
こ
の
大
理
石
彫
刻
は
一
つ
の
魅
力
あ
る
創
作
で
あ
っ
て
、
「
既
婚
婦
人
の
品
位
と
魔
女
の
優
美
」
（
ト

1

デ
）
と
が
聖
母
像
の
う
ち
で
こ

れ
ほ
ど
微
妙
な
毅
呆
を
も
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
稀
れ
で
あ
り
‘
近
づ
き
難
い
貞
淑
や
垢
れ
な
き
純
粋
さ
が
厳
滴
の
う
ち
に
も
柔
味
あ
る
表

情
を
見
出
し
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
い
ま
ま
で
に
そ
の
例
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
リ
ア
の
す
っ
き
り
し
た
額
、
細
目
に
伏
せ
ら
れ
た
絵
、
繊
黙
の
口
元
の
う
ち
に

は
幻
想
に
充
ち
た
或
る
紳
秘
の
生
命
が
ひ
そ
ん
で
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
彼
女
は
誼
み
了
っ
た
聖
書
を
右
手
に
保
ち
、
左
足
は
石
塊
の
上
に
支
え
、
ど
っ
し
り

と
著
坐
し
た
不
動
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
大
柄
な
裸
践
の
章
子
キ
リ
ス
ト
は
母
の
膝
か
ら
降
り
立
ち
な
が
ら
、
ま
だ
そ
の
右
脚
に
し
が
み

つ
え
そ
の
手
を
握
り

l
l

母
の
左
手
と
子
の
右
手
と
が
握
り
合
っ
た
筒
所
に
は
特
に
徴
妙
な
描
寓
が
あ
る
l

ー
、
足
の
指
先
で
裾
の
畿
の
上
か
ら
地
面
を
採

り
首
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
恰
も
母
の
胸
の
平
安
を
抜
け
出
て
最
初
の
一
歩
を
人
間
的
生
存
の
う
ち
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
、
こ
う
い
う
場
面
が

生
ず
る
に
は
『
階
段
の
マ
ド
ン
ナ
』
に
お
け
る
嬰
児
の
深
い
眠
り
が
前
段
階
と
し
て
預
怨
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
下
界
の
混
濁
し
た
煙
霧
は
子
供
の

無
邪
気
な
笑
み
を
迫
い
揚
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
キ
リ
ス
ト
は
し
か
つ
め
ら
し
い
顔
を
し
て
い
る
。
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こ
の
聖
母
像
は
祭
壇
彫
刻
と
し
て
『
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
と
同
様
に
前
面
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
後
者
よ
り
一
層
厳
格

に
正
面
観
と
古
代
的
な
落
語
ぎ
の
致
某
が
興
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
垂
直
線
が
全
踏
を
鈍
一
候
件
に
主
宰
し
て
、
魂
の
高
貴
さ
を
顕
わ
な
ら
し
め
て
い
る
。

こ
う
い
う
確
乎
と
し
た
基
本
情
調
に
ふ
さ
わ
し
く
衣
裳
の
う
ち
に
も
簡
明
さ
と
静
平
が
見
出
さ
れ
る
。
マ
リ
ア
の
胸
聞
に
掲
げ
ら
れ
た
装
飾
板
と
左
肩
に
あ
る

外
套
の
ポ
タ
シ
と
は
祭
尼
ら
し
い
威
厳
を
保
た
せ
て
い
る
。
査
践
の
構
岡
に
は
素
晴
ら
し
い
調
和
が
あ
る
が
、
た
だ
母
親
に
比
べ
て
章
子
が
や
や
大
会

C
過
ぎ
る

黙
で
異
様
な
感
じ
を
受
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
完
竪
の
作
品
に
も
拘
ら
ず
、
或
る
程
度
の
比
例
の
無
調
が
あ
る
こ
と
は
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
墾
術
の

一
つ
の
宿
命
的
志
向
と
で
も
構
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

チ
P
ク
エ
チ
エ
レ
ト

グ
ェ
ル
フ
ジ
ン
は
こ
の
俊
の
う
ち
に
五
百
年
代
的
な
「
紳
聖
な
も
の
に
鈎
ず
る
新
し
い
敬
度
と
畏
怖
」
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
明
か
に
す
る
た
め
に



ペ
ネ
デ
γ
ト

I

・
ダ
・
マ
ヤ
l

ノ
の
『
聖
母
子
』
陶
土
像
（
ペ
ル
リ
シ
、
美
術
館
蔵
）
の
如
き
四
百
年
代
的
な
情
緒
主
義
作
品
と
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
郎

ち
ペ
ネ
デ
ッ
ト
l

の
マ
リ
ア
は
『
某
の
人
の
好
い
女
で
、
ど
こ
か
で
い
ま
ま
で
に
見
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
慣
々
し
く
家
政
を
執
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
童
子
は

優
れ
た
道
化
者
で
、
脱
帽
の
た
め
に
幼
い
手
を
翠
げ
て
い
る
に
し
て
も
‘
だ
か
ら
と
い
っ
て
震
回
目
に
や
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が
な
い
。
彼
等
の
顔

の
上
に
輝
き
、
多
瀞
な
眼
差
し
か
ら
笑
い
か
け
る
喜
色
と
い
う
も
の
が
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
場
合
に
な
る
と
全
く
消
え
失
せ
て
い
る
。
（
彼
の
マ
リ
ア
の
）
頭

部
は
も
は
や
市
民
の
妻
に
似
も
つ
か
な
く
、
同
様
に
そ
の
衣
服
も
世
間
的
な
者
修
や
高
債
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
（
上
掲
者
四
八
頁
）
。
こ
こ
で
ミ
ケ
ル

ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
に
見
る
面
貌
の
一
般
的
特
徴
が
次
第
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
も
っ
と
数
々
の
作
品
を
観
祭
ず
る
こ
と
に
よ
り
改

め
て
鰯
れ
る
の
が
至
嘗
で
あ
ろ
う
。

・＊

可
プ
ル
ー
ジ
ュ
の
マ
ド
シ
ナ
』
に
は
や
が
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
コ
タ
グ
ィ
ト
』
そ
の
他
の
目
醒
ま
し
い
製
作
が
績
い
た
が
、
そ
れ
は
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ

ロ
の
二
十
代
の
後
宇
の
こ
と
で
．
青
春
期
の
際
限
な
み
c
自
己
措
張
と
成
功
を
質
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
十
歳
の
成
人
期
（
一
五
O
五
年
以
後
）
に
入
る
- 13 ー

と
、
盆
々
一
成
大
な
領
域
が
拓
か
れ
、
彼
の
生
涯
の
一
大
業
椋
た
る
シ
ス
テ
ィ

l

ナ
躍
拝
堂
の
天
井
童
の
う
ち
に
そ
の
終
結
を
見
出
ナ
。
こ
の
劃
期
の
始
め
に
は

聖
母
美
術
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
取
扱
お
う
と
す
る
一
連
の
作
品
、
印
ち
『
ド
ニ
の
聖
家
族
』
の
檎
置
と
二
つ
の
固
形
浮
彫
が
屈
し
て
い
る
。

一
世
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
と
レ
オ
ナ
ル
ド
と
の
個
人
的
関
係
は
ル
ネ
サ
シ
ス
の
豆
匠
に
ふ
さ
わ
し
く
悲
劇
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
し
か
し
彼
よ
り
二

十
三
の
こ
の
年
長
者
が
十
五
世
組
の
末
葉
に
ミ
一
フ
ノ
で
設
展
さ
せ
た
「
古
典
塾
術
」
こ
そ
は
最
も
深
い
同
胞
に
お
い
て
彼
の
心
を
震
駿
さ
せ
た
も
の
と
言
う
べ
く

そ
れ
は
既
に
吋
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
の
う
ち
に
も
何
等
か
の
反
・
響
が
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
い
ま
や
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
の
パ
ァ
一
フ
ツ
ォ
・
グ
エ
ヅ
キ
ョ
宮

に
お
け
る
壁
置
の
競
作
を
通
じ
て
こ
の
雨
者
は
直
接
に
相
見
え
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
彼
の
『
浴
み
す
る
兵
士
』
は
五
十
歳
の
大
家
の
『
ア
シ
ギ
ア
リ
の
戟

闘
』
か
ら
教
示
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
彼
の
聖
母
作
品
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
を
提
出
し
た
の
は
レ
オ
ナ
ル
ド
の

2
担
ア
ン
ナ

と
共
な
る
マ
リ
ア
』
（
パ
リ
、
ル
ー
グ
ル
賊
）
で
あ
る
。
こ
の
闘
は
マ
リ
ア
が
母
な
る
聖
ア
シ
ナ
の
膝
の
上
に
斜
に
坐
し
て
屈
み
、
そ
の
足
元
で
小
羊
に
乗
ろ
う

と
す
る
童
子
キ
リ
ス
ト
を
両
手
で
捉
え
て
い
る
複
雑
な
群
像
で
あ
っ
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
謂
わ
ゆ
る
三
角
形
構
闘
が
最
も
譲
達
し
て
国
錐
形
を
と
る
に
至
っ
た



も
の
で
沿
る
。
ま
た
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
こ
れ
ら
の
一
一
一
つ
の
聖
母
作
品
は
固
形
の
形
式
を
と
る
が
、
こ
れ
は
ル
カ
・
デ

γ

一
ブ
・
ロ
ッ
ピ
ア
に
始
ま
り
、
そ
の

後
特
に
縞
董
に
お
い
て
好
ん
で
個
人
的
稽
奔
闘
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
蛍
時
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

・＊

司
ド
－
一
の
聖
家
族
』
は
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
の
市
民
で
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
友
人
た
る
ア
－
一
ョ
ロ
・
ド
－
一
の
た
め
に
描
か
れ
、
彼
の
油
彩
に
な
る
唯
一
の
疑
い
も

な
き
額
檎
だ
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
主
題
は
母
子
再
曾
の
喜
び
を
表
わ
し
、
闘
中
で
中
央
に
マ
リ
ア
が
坐
し
、
聖
書
を
讃
む
の
を
や
め
て
、
幼
児
を
受
け
取
ろ

う
と
し
て
い
る
。
年
輩
の
夫
ヨ
ゼ
フ
は
彼
女
を
び
っ
く
り
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
肩
越
し
に
後
か
ら
子
供
を
手
渡
し
て
い
る
。
彼
女
は
そ
れ
が
近
づ
く
の
を
感
じ

て
い
た
が
、
後
向
含
に
な
る
代
り
に
‘
反
り
返
っ
て
、
爾
腕
を
差
し
上
げ
て
い
る
。
子
供
は
母
の
髪
の
毛
を
調
み
、
そ
の
腕
の
上
に
降
り
立
っ
て
い
る
。
尤
も

こ
の
童
図
は
別
様
に
解
轄
す
る
こ
と
が
で
き
、
グ
ァ
ザI
リ
は
母
が
幼
児
を
抱
き
上
げ
て

ドニの妻家族

夫
に
見
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
甚
だ
不
明
確
な
圃
柄
で

あ
る
こ
と
を
箔
れ
な
い
。
「
著
し
く
梓
き
合
っ
た
運
動
を
も
っ
諸
々
の
人
物
の
総
惑
で
あ
る
。

こ
こ
で
描
を
出
さ
れ
た
も
の
は
母
ら
し
い
マ
リ
ア
（
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
一
般
に
そ
の
よ

う
な
も
の
を
示
さ
な
い
）
で
は
な
く
、
ま
た
荘
重
な
マ
リ
ア
で
も
な
く
、
た
だ
お
刻
対
た
る
に

過
ぎ
な
い
。
主
題
が
要
求
す
る
も
の
と
の
矛
盾
が
非
常
に
強
い
た
め
‘
こ
こ
で
は
興
味
あ
る
運

動
の
車
な
る
展
示
と
、
一
定
の
構
闘
の
問
題
の
解
轄
と
が
目
差
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
観
者
は

直
ち
に
認
め
な
か
っ
た
。
・
・
・
そ
う
い
う
謹
術
上
の
問
題
と
い
う
の
は
明
か
に
、
最
も
狭
院

な
空
間
の
う
ち
に
出
来
る
だ
け
大
な
る
運
動
内
容
を
ば
い
か
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
貼
で
あ
っ
光
。
集
中
化
さ
れ
た
彫
刻
的
豊
富
さ
が
こ
の
闘
の
本
来
の
意
味
で
あ
り
、
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ま
た
こ
の
圃
は
お
そ
ら
く
一
種
の
コ
シ
グl
ル
作
品
と
見
倣
さ
る
べ
き
で
、
そ
れ
に
よ
り
レ

オ
ナ
ル
ド
が
敗
退
す
る
筈
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
圃
は
、
諸
々
の
人
物
が
新
し
い
仕
方
で



密
接
に
入
り
組
ま
さ
れ
て
い
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
『
聖
ア
シ
ナ
と
共
な
る
マ
リ
ア
』
の
童
稿
が
評
判
に
な
っ
た
と
き
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ケ
ル
ア

シ
ヂ
エ
ロ
は
ア
シ
ナ
の
代
り
に
ヨ
ゼ
フ
を
置
い
た
が
、
爾
除
の
賂
で
課
題
は
同
様
で
あ
っ
て
、
卸
ち
‘
出
来
る
だ
け
近
く
に
、
し
か
も
不
明
確
に
な
っ
た
り
、

窮
屈
な
思
い
を
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
な
し
に
、
二
人
の
大
人
と
一
人
の
子
供
と
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
疑
い
も
な
く
な
、
ヶ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
軸
線

の
豊
富
さ
に
お
い
て
レ
オ
ナ
ル
ド
よ
り
優
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
ど
ん
な
に
犠
牲
が
挽
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
じ
と
こ
の
固
に
闘
す
る
ず
エ
ル
フ
リ
ン
の
古

典
的
叙
越
は
更
に
語
を
繕
い
て
い
る
。
「
線
僚
と
肉
づ
け
と
は
金
属
的
精
密
さ
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
圃
は
本
来
が
も
は
や
緯
聾
で
は
な
く
．
描
か
れ
た
彫
刻

で
あ
る
。
彫
刻
的
表
象
は
以
前
か
ら
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
作
家
の
強
み
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
彫
刻
の
民
族
で
あ
っ
て
、
橋
聾
の
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
し
か
し

こ
の
闘
民
的
才
能
が
『
よ
ぎ
素
描
』
の
本
質
に
闘
す
る
全
く
新
た
な
概
念
を
開
示
す
る
高
所
に
ま
で
晶
ま
っ
て
い
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
と
雄
も
‘
マ
り
ア
の
差
し

上
げ
た
腕
に
路
敵
ナ
る
何
も
の
を
も
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
固
で
は
あ
ら
ゆ
る
闘
節
や
各
々
の
筋
肉
の
一
切
が
生
動
的
で
あ
り
、
こ
の
観
念
の
た
め
に
意
義
を

生
じ
て
い
る
。
腕
が
股
下
ま
で
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
の
も
無
駄
で
は
な
い
」
（
前
掲
書
四
九
頁
以
下
）
。
か
よ
う
な
過
褒
と
も
思
わ
れ
る
グ
ェ
ル
フ
リ
シ
の

言
鮮
に
鞠
し
て
試
み
に
プ
ル
グ
ハ
ル
ト
か
ら
引
用
す
れ
ばi
「
こ
こ
で
求
め
ら
れ
た
困
難
さ
（
脆
け
る
マ
リ
ア
が
彼
女
の
背
後
に
坐
し
た
ヨ
ゼ
フ
の
膝
か
ら
子

供
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
）
は
完
全
に
は
克
服
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
気
持
を
も
っ
て
は
人
は
一
般
に
聖
家
族
を
描
く
べ
き
で
な
い
じ
（
全
集
第
四
巻
二

五
九
頁
）
と
む
し
ろ
難
詰
の
言
葉
を
洩
し
て
、
こ
の
こ
大
美
術
史
家
の
意
見
の
相
異
に
は
い
さ
さ
か
樗
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
圃
を
従
来
見
て
来
た
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
他
の
聖
母
作
品
の
系
列
に
お
い
て
比
較
す
る
と
、
ど
ん
な
に
異
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
構
圃
は
一
暦
複
雑
さ
を
加
え
て
い
る
が
、
や
は
り
「
優
し
き
聖
母
」
の
一
種
で
あ
る
に
は
箆
わ
り
が
な
い
。
し
か
も
人
陸
描
篤
は
益
々
動

勢
の
多
い
も
の
と
な
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
自
己
目
的
的
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
作
者
の
本
来
の
意
固
か
ら
い
っ
て
営
然
で
あ
る
。
｜
｜
聖
母
以
外
の
‘
殊
に
紳

話
的
題
材
に
お
い
て
は
そ
れ
は
既
に
最
初
か
ら
彼
の
襲
術
に
約
束
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
。
こ
の
圃
が
「
聖
家
族
」
と
い
う
よ
り
「
僅
育
家
の
家
族
」

（
ユ
ス
テ
ィ
）
と
ま
で
稽
せ
ら
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
背
景
に
あ
る
裸
佳
人
物
の
二
つ
の
群
は
ギ
リ
シ
ア
の
陸
育
場
に
お
け
る

Z
7
z
』
ポ
ス

若
者
達
の
様
々
な
ポ
ー
ズ
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
ず
‘
ま
こ
と
に
主
要
人
物
群
に
ふ
さ
わ
し
い
伴
奏
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
初
期
に
お
け
る
『
階
段
の
マ
ド

シ
ナ
も
や
『
プ
ル
ー
ジ
ュ
の
マ
ド
シ
ナ
』
の
あ
の
静
寂
な
姿
に
比
べ
る
と
‘
こ

ι
ら
の
人
物
は
全
く
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
漉
刺
さ
と
運
動
性
に
充
ち
た
も
の
で
あ
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る
。
こ
の
こ
と
が
や
が
て
は
シ
ス
テ
ィ1
ナ
天
井
登
に
お
け
る
人
挫
表
現
の
大
な
る
祭
典
を
先
鰯
れ
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
闘
の
マ
リ
ア
は
天
井
章
に
お
け

る
女
預
言
者
達
の
姉
妹
か
と
思
わ
れ
、
事
賞
、
彼
女
の
雨
腕
を
差
し
上
げ
た
仕
草
は
そ
の
一
人
司
リ
ピ
ュ
カ
』
の
う
ち
に
再
ぴ
現
わ
れ
、
頑
強
な
鶴
植
は
『
エ

リ
ェ
ト
レ
イ
ア
』
に
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
ま
た
背
景
の
裸
股
人
物
は
勺
奴
隷
』
と
異
ら
ず
、
更
に
章
子
キ
リ
ス
ト
は
世
界
創
造
の
場
面
に
お
け
る
天
使
の
う
ち

に
数
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。* 

等
し
く
即
時
w
mの形
式
を
と
り
、
荒
制
り
の
未
完
成
に
終
っ
て
い
る
二
つ
の
大
理
石
浮
彫
が
こ
の
関
連
に
お
い
て
考
察
に
の
ぼ
っ
て
来
る
。
雨
者
の
う
ち
幾
分

平
〈
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
可
夕
汐
デ
オ
・
タ
ヅ
デ
イ
の
マ
ド
シ
ナ
』
は
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
作
品
と
し
て
珍
ら
し
く
持
情
的
な
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
も
こ

こ
で
ほ
っ
と
一
と
息
纏
「
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
聖
母
を
中
心
に
童
子
キ
リ
ス
ト
と
ヨ
ハ
ネ
と
の
無
利
気
な
戯
れ
を
主
題
と
し
、
事
賓
こ
れ
以
上
に
可
憐

な
も
の
を
彼
は
作
っ
た
こ
と
が
な
く
、
従
っ
て
貨
の
フ
ィ
レ
シ
ヅ
エ
的
快
活
さ
を
こ
こ
で
の
み
設
揮
し
て
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
数
あ
る
児
戯
の
モ
テ
ィ

1

フ
に
も

引
け
を
と
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
リ
ア
は
軽
く
左
肘
を
石
塊
に
支
え
て
地
面
に
坐L
．
そ
の
頭
髪
に
タ
l

パ
シ
様
の
布
を
巻
い
た
横
顔
は
微
笑
さ
え
含
ん
で
子

供
連
を
斜
上
か
ら
見
下
ろ
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
近
く
で
遊
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
腰
に
洗
館
者
の
穏
を
つ
け
た
ヨ
ハ
ネ
が
手
に
一
匹
の
賜
を
差
し
出
し

て
、
近
づ
い
た
が
た
め
に
．
そ
の
不
安
げ
な
羽
持
き
に
驚
い
て
彼
は
母
の
と
こ
ろ
へ
逃
げ
て
来
た
の
で
あ
る
。
全
く
一
つ
の
牧
歌
的
情
景
で
あ
っ
て
、
珍
ら
し
く

グ
ラ
l

ヅ
イ
7

ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
作
品
に
も
始
め
て
優
美
と
い
う
形
容
詞
が
移
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
尤
も
こ
の
種
の
も
の
な
ら
や
は
り
四
百
年
代
の
フ
ィ
レ
シ
ツ

ェ
作
家
に
も
っ
と
特
徴
の
出
た
優
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

- 16 ー

『
バ
ル
ト
ロ
ム
メ
オ
・
ピ
神
ノ
テ
ィ
の
マ
ド
ン
ナ
』
は
や
や
趣
を
異
に
す
る
。
殆
ど
中
心
軸
を
な
し
て
マ
リ
ア
は
低
い
四
角
な
石
塊
に
腰
か
け
、
首
を
傾
げ
気
味
に

セ
－7
7
イ
1

ム

E
面
を
向
い
て
い
る
。
六
翼
天
使
の
飾
り
が
あ
る
頭
部
は
幾
ら
か
楕
固
形
に
近
い
大
理
石
固
板
の
繰
か
ら
は
み
出
て
、
彼
女
の
物
々
し
い
態
度
を
強
め
て
い
る
。

悲
し
み
に
充
ち
た
息
子
の
将
来
を
見
つ
め
る
と
で
も
い
っ
た
女
預
言
者
の
よ
う
な
彼
女
の
銃
い
映
が
全
控
の
印
象
を
支
配
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
早
熟
そ
う

な
物
思
い
を
し
て
母
の
膝
に
聞
か
れ
た
聖
書
の
う
ち
に
腕
を
支
え
、
そ
れ
が
た
め
に
遊
ぴ
友
達
ヨ
ハ
ネ
も
近
づ
い
て
来
よ
う
と
し
な
い
か
に
見
え
る
が
、
こ
う

し
た
こ
と
も
場
面
を
一
段
と
厳
粛
に
し
て
い
る
。
更
に
構
岡
的
に
固
形
の
昼
間
と
人
物
の
損
充
と
の
緊
密
な
闘
係
が
こ
の
作
品
に
永
久
碑
的
性
格
さ
え
輿
え
、



こ
の
聖
母
に
は
肢
に
シ
ス
テ
ィ1
ナ
天
井
章
に
お
け
る
預
言
者
逮
の
孤
濁
な
風
貌
と
相
遁
ず
る
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
固
形
浮
彫
は
ず
ァ
ザl
リ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
前
者
は
夕
汐
ヂ
オ
・
タ
ッ
デ
イ
の
た
め
に
、
後
者
は
バ
ル
ト
ロ
ム
メ
オ
・
ピ

γ

テ
ィ
の
た
め

に
作
ら
れ
、
も
と
も
と
個
人
的
委
婦
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
雨
者
は
勿
論
そ
の
情
調
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
専
ら
家
庭
的
親
密
き
の
う
ち
に
描
き
出
さ
れ
て
、

僅
か
に
一
個
昔
物
語
の
片
影
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
は
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

あ
S

ほ

た
だ
こ
こ
で
問
題
な
の
は
こ
れ
ら
の
聖
母
浮
彫
が
未
完
成
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
ァ
ザ

l

リ
も
こ
の
作
者
が
「
二
つ
の
固
形
大
理
石
像
を
粗
彫
り
し

て
完
成
さ
せ
な
か
っ
た
に
な
5
0
N
N
P
・
。
ロ
O
口
出
口
町
内
凶
C
O
Z
E
－
岳
B
R

目
。
）
と
誌
し
て
い
る
（
前
掲
書
ニ
O
六
頁
）
。
賓
際
に
作
品
を
見
る
と
、
第
一
の
像

で
は
キ
リ
ス
ト
と
マ
リ
ア
の
上
睦
と
は
比
較
的
仕
上
げ
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ハ
ネ
ぽ
最
初
の
歯
朕
撃
で
加
工
さ
れ
た
に
留
ま
り
、
彼
の
可
愛
い
い
頬
に
鰯

ノξ）t.- トロムメオ・ピツテイのマ Jl＇；ンナ

れ
る
聖
母
の
右
手
も
同
様
の
吠
態
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
殊
に
背
景
は
太
理
石
の
荒
削
り

の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
の
像
は
未
完
成
の
程
度
が
も
っ
と
著
し
く
、
人
物

は
殆
ど
全
部
が
歯
朕
撃
の
線
彫
り
で
、
滑
か
な
面
を
も
っ
て
い
な
い
。
向
っ
て
左
方
の
縁

じ
は
な
お
粗
々
し
い
尖
欣
畿
の
並
行
線
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
一
躍
こ
れ
ら
の

像
は
浮
彫
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
各
部
分
に
よ
り
そ
の
深
度
を
異
に
し
て
、
第
二
の
像
の
マ

メ
ヅ
ヅ
定
・
リ9
エ
ザ
ー

リ
ア
の
頭
部
は
殆
ど
完
全
な
丸
彫
に
近
く
、
第
一
の
像
の
マ
リ
ア
の
横
顔
は
宇
浮
彫

で
あ
り
、
ヨ
ハ
ネ
は
雨
者
と
も
に
低
浮
彫
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
ま
た
撃
の
取
扱
い
の
様
々
の
段
階
と
何
等
か
の
闘
漣
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る

J

－
・7
イ
ユ
－p
j
j

こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
浮
彫
の
「
未
完
成
」
と
い
う
こ
と
が
、
果

し
て
作
者
の
意
闘
に
出
で
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
偶
然
の
結
果
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
興

味
あ
る
嬰
術
的
課
題
が
生
ず
る
。
尤
も
一
般
に
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
彫
刻
は
か
よ
う
な

「
郡
勝
げ
」
（
こ
の
語
は
「
ス
ケ
汐
チ
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
彫
刻
の
場
合
で
あ
る
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た
め
こ
の
薄
藷
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
）
の
吠
態
で
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
数
に
の
ぼ
り
‘
し
か
も
少
年
作
『
ラ
ピ
タ
イ
族
と
宇
人
宇
獣
と
の

格
闘
』
を
始
め
、
『
聖
マ
一
ア
オ
片
『
勝
利
者
片
ル
1

グ
ル
や
フ
ィ
レ
シ
ツ
ミ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
蔵
せ
ら
れ
る
幾
多
の
『
奴
隷
片
そ
の
ほ
か
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
像

の
或
る
種
の
も
の
な
ど
、
お
そ
ら
く
こ
の
謹
術
家
の
最
も
本
質
的
な
特
性
を
示
す
と
思
わ
れ
る
作
品
は
総
て
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
の
課
題
は
忽

卒
に
採
り
上
げ
ら
る
べ
き
で
な
く
‘
も
っ
と
彼
の
業
績
の
全
貌
に
瓦
っ
て
探
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
う
。
た
だ
こ
の
二
つ
の
聖
母
浮
彫
に
つ
い
て
の
み
見

れ
ば
、
グ
ァ
ザ1
リ
は
上
越
の
口
吻
で
明
か
な
よ
う
に
、
作
者
が
未
完
成
に
終
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
偶
然
の
結
果
と
考
え
て
い
る
。
他
の
創
作
慾
の
た
め
に
中

途
で
放
棄
し
た
と
い
え
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
現
に
初
期
の
『
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
は
勿
論
、
比
較
的
晩
年
の
ユ

l
p

ウ
ス
墳
墓
に
お
け
る
二

つ
の
婦
人
象
徴
像
フ
フ
ヘ
ル
』
と
吋
レ
ア
』
の
如
き
は
最
後
の
仕
上
げ
が
か
か
っ
た
傑
作
で
あ
る
。
機
曾
さ
え
十
分
に
惑
れ
れ
ば
．
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
と
雌

も
完
成
作
を
期
待
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

概
し
て
未
完
成
作
品
の
魅
力
は
十
九
世
犯
の
七
十
年
代
に
至
り
ロ
ダ
ン
な
ど
の
印
象
紙
作
家
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
一
つ
の
塞
術
的
数
呆
で
あ
っ
て
‘
か
よ

う
な
近
代
的
見
方
が
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
上
に
も
投
影
さ
れ
た
と
考
う
べ
き
節
が
多
分
に
存
す
る
。
こ
の
作
家
に
闘
す
る
研
究
の
諸
文
献
を
跡
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
．
こ
う
い
う
事
情
は
一
一
暦
明
白
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
夙
に
一
八
七
一
年
に
ベ
ー
タ
ー
は
そ
の
『
文
義
復
興
』
の
「
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
詩
」
の

4

シ
ヨ
シ
J
J
U
J
’
Z
F

キ
ス

一
篇
で
表
現
の
理
想
性
を
論
じ
、
必
ず
し
も
故
意
で
な
い
に
し
て
も
「
未
完
成
」
に
よ
っ
て
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
そ
れ
に
到
達
し
た
と
述
べ
て
い
る
が

如
き
は
そ
の
著
し
い
場
合
で
あ
る
（
全
集
第
一
巻
七
六
頁
）
。
そ
の
後
も
こ
の
種
の
見
方
は
諸
家
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
‘
或
い
は
敷
御
さ
れ
て
可
な
り
通
俗
的
と

さ
え
な
っ
て
い
る
が
、
結
局
は
世
粗
末
的
思
怨
の
一
つ
の
頴
わ
れ
で
、
呆
し
て
ル
ネ
サ
シ
ス
の
豆
匠
に
受
賞
す
る
か
ど
う
か
は
大
な
る
疑
問
で
あ
ろ
う
。
私
は

こ
こ
で
課
題
の
究
極
的
決
著
を
差
し
控
え
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
た
め
に
は
他
の
も
っ
と
重
要
な
未
完
成
の
諸
作
を

取
扱
う
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
っ
て
、
た
だ
こ
れ
ら
の
聖
母
像
は
「
粗
彫
り
」
に
潜
め
ら
れ
る
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
塞
術
の
謎
を
わ
れ
わ
れ
に
提
起
す
る

に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

++ 

い
ま
や
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
美
術
は
二
十
数
年
の
空
白
時
代
に
入
る
。
勿
論
そ
の
聞
に
は
彼
の
生
涯
に
お
け
る
幾
多
の
主
要
労
作
が
次
々
に
呆
た
さ

。
。



兵
三
線
以
泣
き
単
但
~
Q
縫

41(髄
準

Q.Jill~
＋
＜
お

f-0灘
併
設
慣

ιri拘
兵

r-Oll附
0
~
0

.:ig~.~
尺

1ト
ヤ
ー
ト

IK味
鯛
~
~
1
丑
寸
見
限
尊
e~r-0凶

〈
宕
換
を
m
為
碍

~
兵
’
〈
簸
Q
偲・~f-0繍

題
関
側
~
~
鞘
~U'榔

~
Q
~
~
0
~
0
制
~
部
醐
刊
－
~
~
尺

1.H孟Q
郵
糊
Q
~
迫
Q~耳

黒
Q-K~鯛

~
’

~...Jr\-'兵
お
剰
感
灼

司：－－'.b·＼
·~r'·ι章

、
下
、

長
ド
ニ
~~U'

包’
~JQIK牧

鯛
Q
聴

.,Q!t! 
r首長事宗主薪

退と
ir.Eb 
('-!:¥ H

え
れ
出
入
）

A]，...）ド起鍾~f-0ψQ
~~♀

0~!{'1.<4'0
組
長

uir中、－~」
ft-Ill当

様
J
Q
紙
S
i
ミ
出
思
Q
去
と
屯
Q
士
鑑
み

l睦
吋

f-0ム
よ
県
揖
id.ヨ

ム
。
n
Q
~
鯛
足
掛
村
上
」

i唱
ε
、世話~

＆
兵
ド
’
お
お
E
十
年
ト
Q
~
制
下

J製
壊
判
長
ν
ニ

r-00
$1阻

止

~
ム
ド
阻

E震
え
時
糸
入

t<
Q-K~持

切
~
f
《
線
以
章
子

.Ji-R＆
鰍
~
鰐
J
ド
’
斗
根
本
弐

tιit-
I\
爪
・
’
く
弐
ム

n
..q吹

矢
~
~
!
1
4
程

11悩
J
’
制
~
爪
今

h
¥¥-. 

~ 

~
n
~
l
同
110
社
l
H
K
事
J
ド
ム

r-00
ト
入

tι
斗
ト
・

1ト
弐
・

＊＇
弐
よ
~
1
同

lll1
 

i酔
相
手

J占
怜

TJ’~
＆
吋
~
；
ミ
’
曜
~
Q
十
年
tll±!-;Gl±!t}-痕

：JJ~~塁
←

f-0

リ
A]iミi店

長
0~0

...J-Rr-Oll仰
ゐ
弐
ト

λTトH
b. 
±！~霊堂4

怨
み
』

JA]舟
v

’
長十年ト

Q
卦j製

Q~思4ト剖
lli<ひ

ド
寝
迫
ド
~
Q
繍
患
~-R咽±！戦＋＜官当初

兵
~
磁
浜
崎

r-00
句、iト

ャ
ホ
磁
都
側
’

IJ~耳~
Q
蜘
窓
」
’
て
n
~
ー
ト
檀
除
制
Q~割鯛’

＊＇
入
・
u

H
ム

n
iiJ:'Q＋

＜
囲
網
鍵
溺
必
句
麗
ド

＞JQ
堂
ま
~llli...Jド

ニ
r-00

σ
3
 

示、円弘 FG4m』Y弘、

、

、‘、

>J>J ~.,Q~.,Q
兵
±
！
二

Aィ
ニ
，
~IJ

穴
iト
ャ
ト
Q
t>-

tム
入
ト
」
~
幸
運
盤

、~

f-0皇室並~
u
ぉ（＼.；~。

＞J
Q
S
±
！
程
u
1
 ~11!!...J~付

＂＇＂＇U
’

＊＇
入
・
且
斗

入
気
対
~
争
Q
穴
lト
ヤ
ホ
緑
豊
F糊

ll.W
士

f-0
l
 0
 Q
盆~！§

.，先1遺
f
-
0
ψ
Q

.~
 

'
 i，♀f-01ミ’

...J-R，...）~ミ付＂＇＂＇.（.さ
檀
駄
争
BQ*•AJ...J

ド
怒
同
盟
U
(
¥
v
r
!
K
 

箆
Q
特
例

J’
r5乙E軍司平J’

f苔
ム
±
！
「
綴
鮒
Q
世
J
Q

爵！，品！AJ
0
ド

1担
栴

Q
~
！
」
親
密
拘
置
土

f-OQ
為
者
m~摺

~~r-Olli:
＆~＇＂

r\-1兵
A
J
±
!
W
~

.S.fo晶

r\-1議
浪
記
二
世
Q
Q
義
v

’
r>-~

ト±！
t!!司

軍
兵
＆
~
霊会！事E士

’
側
ト
ト
Q

R理
智
J

主l翌
日
会
！
~
0
迫
’
~

·~ij生
士
Q
’｝県＇\l<!lTJ諜ユ総トト，みJ...Jド

9

Jミ
~
~
ミ
~
±
！
~
＞
J
A
J
~
v
般
制

~f-0鵠
υ
み

1時
（
士

r-00「
担
保
~!t!

迫
J

3ド



い
草
原
の
中
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
」
と
欲
す
る
の
は
ユ
ス
一
ア
ィ
ば
か
り
で
な
い
で
あ
ろ
う
（
前
掲
書
二
六
一
頁
）
。
こ
の
底
知
れ
ぬ
孤
寂
と
欝
悶
を
面
貌
に

湛
え
た
聖
母
は
ま
た
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
護
術
の
一
つ
の
魔
力
で
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
車
に
主
観
的
感
傷
に
終
ら
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
純
形
式

問
題
と
し
て
も
っ
と
分
析
的
に
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

プ
ル
ク
ハ
ル
ト
も
－
『
チ
チ
ェ
ロl
ネ
』
の
う
ち
で
一
一
首
う
よ
う
に
、
こ
の
殆
ど
荒
削
り
に
等
し
い
像
に
は
「
も
と
も
と
異
常
に
美
し
い
彫
塑
的
思
怨
が
根
抵
に

横
わ
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
多
く
の
倣
け
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
像
は
作
者
の
唯
一
の
優
れ
た
全
く
自
由
な
聖
母
坐
像
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
（
し

か
る
に
彼
の
殆
ど
総
て
の
他
の
聖
母
像
は
た
だ
前
面
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
を
計
聾
し
て
い
た
が
）
」
（
全
集
第
四
巻
八

O
頁
）
。
事
質
こ
の
像
は
前
面
か
ら
だ
け
で

ア
シ
ジ
b
－T
P

な
く
‘
あ
ら
ゆ
る
翻
面
に
互
り
常
に
新
た
な
内
部
的
秘
密
を
さ
ら
け
出
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
前
面
か
ら
見
る
と
、
上
述
し
た
如
く
‘
マ
リ
ア
は
そ
の
停

統
的
な
淑
女
の
面
影
を
留
め
ず
、
両
肩
を
峻
々
し
く
怒
ら
し
‘
上
位
は
霊
く
前
屈
み
と
な
り
、
頭
部
も
愁
え
に
充
ち
て
傾
げ
ら
れ
て
い
る
。
著
座
す
る
雨
脚
は

並
行
す
る
こ
と
な
く
‘
右
脚
の
上
に
左
脚
を
組
み
合
わ
せ
‘
し
か
も
そ
の
足
の
先
は
宙
に
浮
い
て
ー
ー
ー
尤
も
未
完
成
の
製
作
の
た
め
に
大
理
石
の
支
え
が
附
著

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
l
k

聖
堂
内
の
儀
躍
な
ど
に
全
く
無
関
心
の
よ
う
で
あ
る
。
童
子
キ
リ
ス
ト
は
母
の
左
膝
の
上
に
馬
乗
り
と
な
り
、
裸
睦
の
全
世

を
前
方
に
向
け
て
は
い
る
が
．r
っ
と
陸
を
振
ら
し
、
顔
を
埋
め
て
雨
腕
で
母
の
乳
房
に
取
り
槌
っ
て
い
る
。
（
こ
の
像
で
マ
リ
ア
の
左
手
は
章
子
を
支
え
て

い
る
が
、
右
手
は
ず
っ
と
後
方
に
引
込
め
ら
れ
、
そ
の
所
作
が
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
プ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
大
理
石
材
の
不
足
か
、
そ
れ
と
も
作
者

の
失
策
に
よ
る
も
の
と
見
倣
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
聖
母
像
と
す
れ
ば
右
手
に
は
聖
書
を
携
え
し
め
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
）
と
こ
ろ
が
こ
の
像
を
向
っ
て
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や
や
定
側
か
ら
仰
戸
、
と
‘
膝
の
上
の
童
子
を
越
え
て
析
拝
す
る
人
達
を
懇
ろ
に
見
下
ろ
す
気
高
い
横
顔
の
聖
母
に
接
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
岡
版
一
参
照
）
。

章
子
の
無
作
法
に
振
れ
た
憶
は
消
え
失
せ
て
、
何
か
を
私
語
す
る
よ
う
に
慣
々
し
く
母
親
の
方
を
向
い
て
い
る
と
も
思
れ
わ
る
。
更
に
右
側
へ
廻
っ
て
眺
め
る

と
‘
マ
リ
ア
は
鰭
聾
的
に
生
彩
あ
る
四
分
の
二
一
の
観
面
を
と
っ
て
‘
愛
情
に
溢
れ
る
母
親
と
な
り
、
子
供
の
こ
と
に
専
心
す
る
か
の
如
く
、
そ
の
肩
を
抱
え
な

が
ら
そ
っ
と
自
分
の
胸
に
押
し
つ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
面
に
豊
富
な
、
構
闘
的
に
も
多
様
を
極
め
た
自
由
彫
刻
と
し
て
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
固
熟
作
が
成
立
す
る
ま
で
に
ど
ん
な
護
展
過
程
を

と
っ
た
か
は
わ
れ
わ
れ
の
最
も
興
味
を
惹
く
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
宰
に
こ
の
聖
母
像
に
つ
い
て
は
そ
の
準
備
工
作
と
な
る
べ
き
若
干
の
素
描
が
残
さ



れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
「
直
接
的
要
因
」
の
数
々
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
こ
の
作
者
の
一
門
弟
の
コ
ッ
ピ
ー
に
よ
る
聖
母
像
の
壁
面
全

控
の
設
計
闘
が
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
霊
廊
の
有
に
蹄
し
て
い
る
。
中
央
の
壁
藷
の
う
ち
で
マ
リ
ア
は
正
面
向
ぎ
に
玉
座
に
つ
い
て
聖
書
を
閉
さ
、
そ
の
膝
に
寄
っ
て
立

つ
章
子
を
優
し
く
誘
き
よ
せ
る
よ
う
な
恰
好
を
し
て
い
る
。
尤
も
こ
の
闘
は
窪
行
さ
れ
る
に
債
す
る
ほ
ど
の
魅
力
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
弐
い
で
ウ
ィ

l

シ
の
ア
ル
ペ
ル
テ
ィ
l

ナ
に
は
一
つ
の
ベ
シ
の
素
描
が
臓
せ
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
マ
リ
ア
は
左
腕
を
つ
く
支
柱
に
斜
に
寄
り
か
か
っ
て
下
方
を
向
含
、
童

子
は
母
の
左
膝
の
上
に
正
面
向
き
で
馬
乗
り
に
な
り
な
が
ら
、
上
践
は
瞬
間
的
に
振
り
返
っ
て
、
右
手
で
母
の
乳
房
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
構
闘
は
殆
ど
わ
れ

わ
れ
の
聖
母
彫
刻
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
の
顔
は
ま
だ
横
向
き
で
あ
り
、
母
の
眼
は
憤
々
し
く
子
供
の
上
に
住
が
れ
て
、
い
か
に
も
日
常
生
活
か

ら
の
風
俗
描
寝
に
終
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
更
に
貨
際
に
乳
を
飲
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
表
わ
し
た
素
描
に
至
つ
て
は
、
ル
ー
グ
ル
、
カ

l

サ
・
プ
オ
ナ
ロ

大
英
博
物
館
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
て
、
断
片
的
作
図
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
一
層
親
し
く
『
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
ン
ナ
』
の
成

ッ
テ
ィ
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
、

立
を
示
唆
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
o

「
授
乳
の
聖
母
」
の
モ
テ
ィl
フ
は
既
に
最
初
の
作
品
『
階
段
の
マ
ド
シ
ナ
』
の
場
合
に
認
め
ら
れ
た
が
、
し
か
も
そ
れ
が
ミ

ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
表
現
の
一
つ
の
本
質
的
性
格
で
あ
る
姑
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
最
後
の
作
品
に
お
い
て
も
避
け
難
い
契
機
を
な
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
確
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
こ
の
マ
ド
シ
ナ
は
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
の
中
央
祭
捜
を
飾
っ
て
最
も
斑
重
な
躍
拝
像
と
な
る
べ
き
筈
で
、
か

よ
う
な
モ
テ
ィ

l

フ
こ
そ
は
一
番
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
も
の
と
思
わ
れ
る
に
拘
ら
ず
‘
敢
て
そ
れ
が
試
み
ら
れ
た
に
つ
い
て
は
作
者
の
意
闘
に
極
め
て
根
強
い
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も
の
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
一
フ
ッ
フ
ァ
エ
汐
ロ
な
ど
は
莫
大
な
マ
ド
ン
ナ
聾
を
作
っ
て
い
る
が
、
授
乳
の
そ
れ
は
一
つ
も
な
く
、

ま
た
そ
う
し
た
作
図
は
彼
に
特
有
な
聖
母
の
淑
か
さ
を
傷
け
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

個
々
の
直
接
的
．
要
凶
は
と
に
か
く
と
し
て
、
こ
の
聖
母
像
に
お
け
る
構
造
の
複
雑
さ
や
濁
異
性
の
援
連
を
も
っ
と
一
般
的
に
明
か
な
ら
し
め
る
に
は
、
三
十

年
を
湖
る
青
年
作
可
プ
ル
ー
ジ
ュ
の
マ
ド
ン
ナ
』
と
比
較
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
雨
者
は
共
に
大
理
石
丸
彫
で
、
祭
壇
像
と
し
て
の
聖
母
子
を

4取
扱
っ

て
い
る
が
、
し
か
し
前
者
の
控
粧
が
容
量
と
し
て
厳
格
に
凝
集
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
深
奥
的
形
成
に
富
み
、
各
々
の
昼
間
層
に
お
い
て
生
動
性
を
も
っ
に
反
し

て
、
後
者
は
そ
れ
と
並
べ
る
と
全
く
平
板
な
も
の
に
見
え
、
丸
彫
と
い
う
よ
り
も
浮
彫
の
よ
う
な
数
果
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
製
作
年
代
を
そ

れ
ぞ
れ
に
大
鐘
等
し
う
す
る
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
他
の
諸
作
、
例
え
ば
晩
年
の
『
ア
ポ
ロ
シ
』
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ミ
閑
民
美
術
館
臓
）
と
初
期
の
あ
の
有
名
な



同u
dタ
グ
ィ
ト
』
（
フ
ィ
レ
シ
タ
ェ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
蔵
）
と
を
比
較
し
て
も
十
分
に
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
取
材
的
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
人

僅
の
表
現
に
お
け
る
純
粋
な
よ
諺
」
の
問
題
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
一
般
に
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
の
構
想
が
作
者
の
念
頭

ア
ウ
ス
グ
－7
4
E

ス
テ
シ
．
テ
シ
ヅ

に
去
来
し
始
め
た
時
代
に
お
い
て
は
、
夙
に
リ
ー
グ
ル
な
ど
が
提
唱
す
る
如
く
、
「
高
期
ル
ネ
サ
シ
ス
の
均
衡
的
傾
向
」
は
肢
に
究
極
的
に
克
服
さ
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
（
〉
－E
a
ご
遺
稿
．
回ω
g

品
目2
口
弘
吉
岡
。
B

・
M
・
K
F口
出
・5
N
ω
・
三
三
頁
）
、
こ
こ
に
様
式
上
の
鑓
革
が
行
わ
れ
、
首
来
に
お
け
る
パ
ロ

y

ク
の
護

端
が
漸
弐
に
明
確
な
姿
を
と
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
聖
母
像
に
つ
い
て
も
か
よ
う
な
時
代
様
式
の
推
移
に
お
け
る
大
な
る
波
動
の
一
つ
と
し
て
眺
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

美
術
史
上
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
の
様
式
饗
蓮
は
普
遍
的
現
象
で
あ
っ
て
‘
そ
こ
に
は
幾
多
の
強
力
な
心
的
、
並
び
に
物
的
諸
原
因
が
働

き
‘
ま
た
襲
術
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
亙
り
穆
｝
透
し
て
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
あ
っ
て
は
こ
の
現
象
の
ほ
ん
の
一
端
に
の
み
鰯
れ
る
こ
と
が

許
さ
れ
‘
印
ち
人
陸
表
現
の
理
想
に
お
け
る
様
式
の
饗
遜
過
程
を
辿
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
特
に
西
洋
美
術

l
l

東
洋
の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
た
ー
ー

の
造
形
問
題
の
根
幹
を
な
す
と
い
う
意
味
で
最
も
重
要
視
さ
る
べ
含
で
あ
ろ
う
。

グ
ェ
ル
フ
リ
シ
は
そ
の
『
ル
ネ
サ
シ
ス
と
パ
ロ
汐
グ
』
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
扱
い
、
人
睦
の
パ
ロ
γ

ク
的
理
想
に
つ
い
て
弐
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ル

ネ
サ
シ
ス
の
ず
ら
り
と
し
て
柔
軟
な
姿
態
に
代
わ
九
五
大
で
動
き
の
の
ろ
い
、
筋
肉
は
脹
れ
上
が
り
、
衣
裳
は
奔
騰
す
る
と
こ
ろ
の
‘
ず
ん
ぐ
り
し
た
睦
躯
が
、

ヘ
ラ
ク
レ
ス
的
な
も
の
が
現
わ
れ
る
。
柴
し
げ
な
爽
快
さ
と
賭
力
性
は
消
え
失
せ
た
。
総
て
は
よ
り
重
匪
的
と
な
り
、
一
暦
の
重
み
を
も
っ
て
地
面
に
の
し
か

か
る
。
」
「
ル
ネ
サ
シ
ス
は
肉
腫
を
隅
々
ま
で
感
得
し
て
、
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
衣
服
の
う
ち
に
身
鰻
の
輪
廓
を
い
つ
も
頴
わ
な
ら
し
め
た
に
反
し
て
、
バ
ロ
シ
ク

-22-

は
透
徹
し
な
い
塊
量
の
う
ち
に
沈
酒
す
る
。
内
部
の
構
造
や
分
節
よ
り
も
、
素
材
の
方
が
一
段
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
肉
腫
は
密
度
が
一
一
暦
少
く
、
ぶ
よ
ぶ
よ
し
て
、

不
安
定
で
あ
り
、
ル
ネ
サ
シ
ス
の
引
ぎ
締
っ
た
筋
肉
を
も
っ
て
い
な
い
。
諸
々
の
肢
陸
は
解
き
ほ
ご
さ
れ
ず
、
関
節
に
お
い
て
自
由
閥
蓮
で
な
く
、
阻
止
さ
れ

拘
束
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
姿
態
は
あ
く
ま
で
無
感
質
的
に
操
り
固
ま
っ
て
い
る
。
」
「
し
か
し
こ
う
い
う
こ
と
は
パ
ロ
？
グ
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
嵩
張

っ
た
性
質
に
は
、
激
越
で
威
力
的
な
も
の
に
高
め
ら
れ
た
運
動
が
い
つ
も
附
け
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
襲
術
は
一
般
に
専
ら
動
的
な
も
の
の
表
現
に
固
執
す
る
。

か
よ
う
な
運
動
の
う
ち
に
は
加
増
す
る
膜
念
さ
と
行
動
の
迅
速
化
が
観
察
さ
れ
る
J

で
ハ
ロ
？
グ
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
も
は
や
満
足
し
た
存
在
で
な
く
、



一
種
の
興
奮
の
朕
態
で
あ
る
。
到
る
と
こ
ろ
で
熱
情
的
な
行
震
が
要
求
さ
れ
る
。
」
「
総
て
の
気
佳
な
運
動
も
一
暦
骨
の
折
れ
る
二
暦
重
苦
し
い
も
の
と
な
り
、

異
常
な
力
の
浪
費
を
必

A

要
と
す
る
。
そ
の
際
に
個
々
の
肢
障
は
濁
立
的
に
自
由
に
働
く
こ
と
な
く
‘
爾
儀
の
身
櫨
を
一
部
は
共
に
運
動
の
う
ち
へ
引
き
入
れ
て

行
く
・
・
・
大
な
る
力
の
浪
費
は
し
か
し
必
ず
し
も
一
一
暦
力
強
い
肉
睦
性
を
指
す
も
の
で
な
い
。
そ
の
反
鈎
だ
。
放
怒
な
運
動
器
官
の
行
動
は
依
陥
あ
る
行
動
で

あ
り
、
精
神
の
刺
戟
に
よ
る
肉
腫
の
支
酎
は
非
常
に
不
完
全
な
支
配
で
あ
る
。
二
つ
の
契
機
、
印
ち
肉
睦
と
意
志
と
は
謂
わ
ぱ
離
叛
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
聞
は
そ
の
腫
躯
を
制
御
し
切
れ
な
い
か
の
如
く
、
も
は
や
全
く
そ
の
意
志
で
は
貫
徹
し
切
れ
な
い
か
の
如
く
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
均
等
的
な
生
気

づ
け
と
勝
威
溺
ム
紛
が
依
け
て
い
る

o

個
々
の
部
分
の
激
し
い
運
動
に
も
拘
ら
ず
、
解
睦
と
蕩
謹
と
浅

J形
式
的
蹄
依
と
の
朕
態
が
盆
々
パ
ロ
；
襲
術
の
唯
一

の
理
想
と
な
っ
て
い
る
」
（
第
四
版
八
O
頁
以
下
）
。

以
上
の
叙
越
は
甚
だ
一
般
的
で
且
つ
抽
象
的
に
過
ぎ
、
一
方
で
は
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
や
一
ア
ィ
ツ
ィ
ア

1

ノ
や
初
期
の
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
な
ど
、
他
方
で
は
コ

汐
レ
ヲ
ヂ
ョ
や
ア
プ
ス
テ
ィ1
ノ
・
カ
汐
ラ
エ
ノ
な
ど
、
ル
ネ
サ
シ
ス
と
パ
ロ
ア
グ
と
の
代
表
的
作
家
の
例
詮
に
つ
い
て
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う

が
、
こ
の
雨
者
の
聞
に
お
け
る
人
盟
理
想
の
様
式
的
嬰
蓮
を
或
る
程
度
に
表
示
す
る
も
の
と
私
は
考
え
て
い
る
。
し
か
も
か
よ
う
な
新
義
術
の
端
著
を
な
す
も

の
は
比
較
的
晩
年
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
で
あ
り
、
彼
が
で
ハ
ロ
汐
グ
の
父
」
と
稽
せ
ら
れ
る
所
以
は
こ
の
鮪
に
存
ず
る
。
け
れ
ど
も
‘
彼
が
そ
う
稽
せ
ら
れ

る
の
は
、
「
そ
の
建
築
の
う
ち
に
許
し
た
『
放
縦
性
』
の
た
め
で
な
く
！

l

ー
放
縦
は
決
し
て
一
つ
の
様
式
原
理
た
り
得
な
いli

、
人
睦
を
取
扱
う
彼
の
威
力

ダ
ス
・7
宜
舟
ム
ロ1
ぜ

的
な
仕
方
の
た
め
、
朗
ち
浪
形
式
の
う
ち
に
の
み
そ
の
表
出
を
見
出
す
こ
と
が
で
ぎ
た
、
気
味
の
悪
い
巌
粛
さ
の
た
め
で
あ
る
。
同
時
代
の
人
蓮
は
こ
れ

テ
7
9
r
1
レ

を
『
怪
異
的
』
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
」
（
前
掲
書

λ
二
頁
）
。
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
人
睦
の
こ
の
バ
ロ
？
グ
的
形
成
は
上
越
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
の

諸
彫
刻
に
始
ま
り
‘
『
ヂ
ュ
リ
ア1
ノ
』
や
『
ロ
レ
シ
ツ
J

の
坐
像
、
殊
に
司
“
夜
』
と
『
霊
片
『
薄
暮
』
と
『
曙
光
』
の
四
躯
の
臥
像
で
は
そ
の
特
性
が
盆
々

顕
著
に
護
揮
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
『
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
シ
ナ
』
も
こ
の
様
式
的
闘
謡
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
、
か
く
し
て
始
め
て
、
あ
の
憂

欝
に
閉
ざ
さ
れ
勝
ち
な
、
し
か
も
底
に
情
熱
を
貯
え
た
一
種
の
超
人
的
風
貌
と
睦
躯
と
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

++ 

嘗
て
故
見
島
喜
久
雄
さ
ん
と
お
話
し
た
折
、
「
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
に
美
人
は
い
な
い
よ
じ
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
で
想
い
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
特
に
レ

。
dqG
 



オ
ナ
ル
ド
と
比
べ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
い
ま
ま
で
に
見
て
来
た
幾
多
の
わ
れ
わ
れ
の
聖
母
に
つ
い
て
も
後
者
の
『
洞
窟
の
マ
ド
シ
ナ
』
や
『
聖
ア
ン

ナ
と
共
な
る
マ
リ
ア
出
の
よ
う
な
優
艶
‘
高
雅
の
城
に
建
ナ
る
も
の
は
一
つ
も
見
出
す
こ
と
が
で
含
な
い
。
そ
の
上
、
彼
の
聖
母
は
後
者
に
お
け
る
よ
う
な
一

定
の
美
貌
の
理
想
型
を
作
り
出
す
こ
と
な
く
‘
各
々
の
作
品
が
多
様
性
に
宮
み
、
ま
ち
ま
ち
な
面
相
を
と
っ
て
い
る
i
i

尤
も
宵
像
的
な
個
性
化
と
い
う
意
味

で
は
な
い
が
。
こ
の
こ
と
は
ひ
と
り
聖
母
に
限
ら
ず
‘
業
績
の
総
位
に
及
ん
で
思
議
さ
る
べ
き
で
、一
般
に
こ
の
作
者
の
女
性
描
需
に
闘
ナ
る
問
題
と
な
り
、

ま
た
そ
れ
が
た
め
に
は
彼
の
絹
介
、
不
嬬
と
い
わ
れ
る
濁
呉
な
人
間
性
に
つ
い
て
も
っ
と
克
明
な
採
究
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
殊
に
異
性
に
鈎
す
る
態
度

に
は
病
的
な
も
の
さ
え
あ
っ
た
ら
し
く
‘
彼
が
生
涯
の
う
ち
に
敬
，
試
を
も
っ
て
接
近
し
た
唯
一
の
女
性
が
グ
イ
ヅ
ト
リ
ア
・
コ
ロ
シ
ナ
と
い
う
紳
秘
に
包
ま
れ

た
侯
爵
未
亡
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
想
察
さ
れ
よ
う
。

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
襲
術
に
お
け
る
女
性
表
現
は
全
く
異
常
な
も
の
で
、
こ
の
賭
は
既
に
グ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
彼
の
描
い
た

婦
人
は
特
有
な
女
ら
し
き
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
、
性
格
と
い
う
も
の
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
淑
か
さ
が
す
っ
か
り
剥
ぎ
取
ら
れ
て
い
る
。
優
美
は
彼
の
夢
の

う
ち
に
現
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
（
ユ
ス
テ
ィ
前
掲
書
四
二O
頁
の
引
用
文
に
よ
る
）
。
こ
れ
は
十
八
世
犯
の
古
典
主
義
的
評
債
で
あ
る
が
、
十
九
世
犯
の

ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
磨
者
の
場
合
に
も
サ
イ
モ
ン
ズ
の
如
含
は
こ
の
問
題
を
委
し
く
取
扱
っ
て
い
る
。
「
彼
の
惑
術
の
倣
陥
は
或
る
揮
の
本
質
的
な
不
感
症
、
印

ち
特
に
女
性
的
な
も
の
に
鈎
ず
る
感
質
的
な
、
若
し
く
は
空
想
的
な
感
受
性
の
倣
如
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
の
彫
刻
、
乃
至
は
槍
置
に
捕
か
れ
た
一
人
の
女
性

d
品Z

ワ
白

た
り
と
も
若
者
の
魅
力
や
魔
女
の
優
し
さ
を
持
っ
て
い
な
い
。
」
「
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
女
性
を
愛
し
‘
敬
い
‘
或
い
は
心
を
傾
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
か

ち
彼
は
女
性
的
形
式
の
う
ち
で
最
も
良
い
、
最
も
美
し
い
も
の
を
彫
刻
的
に
取
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
の
女
性
の
彫
刻
的
理
想
は
男
性
的
と
い
う

F

と
で
あ
る
。
彼
は
筋
肉
や
骨
格
や
肉
飽
の
E
人
的
組
織
を
作
り
‘
そ
れ
は
卓
れ
た
解
剖
壊
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
旬
・

k
p・
印
刷B5
E
ω
・
吋
宮
ピ
同
ゆ

え
宮
片

Z
F
ロ
ぬ
O
Z

国
民
O
B
R

。
F
N
－
a
－
H
∞
8

・
第
一
巻
二
六
七
頁
）
。
こ
れ
は
彼
の
女
性
描
寓
の
一
般
に
つ
い
て
越
べ
ら
れ
た
こ
と
で
、
可
な
り
の
程
皮

に
受
賞
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
聖
母
表
現
に
闘
し
で
も
前
来
折
に
鰯
れ
て
言
わ
れ
た
よ
う
に
．
そ
の
面
貌
が
女
頭
一
一
一
日
者
と
か
、
女
丈
夫
と
か
、
或
い

は
「
ア
マ
ゾ
ー
ン
的
」
と
か
い
う
、
お
よ
そ
女
性
的
艶
美
や
優
雅
と
は
縁
遠
い
形
容
を
も
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
得
る
の
は
こ
れ
が
た
め
で
あ
る
。

L

か
し
競
っ
て
思
う
に
、
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
謹
術
の
最
も
本
質
的
な
魅
惑
力
が
ま
た
こ
こ
か
ら
遊
り
出
て
い
る
こ
と
は
ま
た
握
否
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。



へ
ル
ム7
7

ロ
ヂ
4

テ

こ
の
描
に
つ
い
て
は
彼
の
女
性
表
現
に
お
け
る
謂
わ
ば
「
雨
性
合
鰻
神
」
的
な
怪
奇
美
の
創
建
と
い
う
こ
と
も
そ
の
一
つ
の
理
由
た
る
に
蓮
い
な
い
が
‘
更
に

そ
れ
以
上
に
も
っ
と
根
本
的
な
も
の
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
一
般
に
こ
の
義
術
家
の
場
合
で
は
面
相
は
そ
れ
だ
け
で
濁
立
的
表
現
を

持
つ
こ
と
な
く
、
控
掘
と
の
漣
繋
に
お
い
て
始
め
て
そ
の
意
義
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
印
ち
容
貌
は
全
睦
と
し
て
の
人
睦
美
の
一
つ
の
部
分
的
額
わ
れ
に
ほ

か
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
或
い
は
こ
れ
を
も
っ
と
厳
密
に
一
＝
？
え
ば
、
彼
に
と
っ
て
は
「
面
貌
」
（
の

g
w
F
Z
島
問
。
）
と
い
う
も
の
は
な
く
．
本
来
は
た
だ
「
韓

貌
」
（
同α
弓
O
吋
N
ロ
m
o
i
l
－
こ
う
い
う
ド
イ
ツ
語
が
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
）
と
で
も
稽
す
べ
き
も
の
が
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

モ
デ
ル
に
よ
る
彼
の
数
多
い
人
鐙
素
描
を
見
て
も
明
か
で
、
顔
は
い
つ
も
極
め
て
大
ざ
っ
ぱ
に
片
附
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
胴
陸
や
四
肢
は
寅
に

丹
念
に
非
常
な
熱
意
を
も
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
男
性
に
し
ろ
‘
女
性
に
し
ろ
、
眼
鼻
な
ど
の
容
色
に
よ
っ
て
彼
は
決
し
て
惹
ぎ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
グ
ァ
ザ
I

リ
も
述
べ
る
よ
う
に
‘
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
が
ぬ
円
像
置
を
描
く
の
を
好
ま
な
か
っ
た
と
い
う
事
貨
に
闘

連
し
て
い
る
。
車
な
る
性
格
描
潟
と
か
、
顔
面
美
と
か
に
踊
跨
す
る
こ
と
は
彼
の
根
深
い
人
盟
把
握
の
到
底
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
に
彼

の
求
め
た
人
聞
の
姿
態
の
美
し
さ
は
普
遍
的
に
し
て
本
源
的
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
異
教
的
、
乃
至
は
キ
リ
ス
ト
教
的
と
い
う
差
別
を
も
超
越
し
て
い
る
と
い
え

ょ
う
。

→ 25 ー

と
こ
ろ
で
彼
の
聖
母
に
つ
い
て
も
か
よ
う
な
観
拙
か
ら
改
め
て
照
明
を
あ
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
に
は
裸
睦
で
な
く
‘
著
衣
で
あ
る
こ

と
を
主
要
傑
件
と
す
る
が
、
し
か
も
根
本
に
お
い
て
「
面
貌
」
の
表
現
で
は
な
く
、
「
睦
貌
」
の
そ
れ
が
常
に
意
岡
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
く

し
て
の
み
彼
の
裳
術
の
員
髄
が
閏
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
賓
際
．
上
越
の
諸
作
を
見
る
に
、
そ
の
総
て
が
必
須
傑
件
的
に
髄
躯
の
全
髄
を
取
扱
っ
た
も
の
ば

か
り
で
、
あ
の
固
形
の
枠
づ
け
の
う
ち
に
窮
屈
そ
う
に
し
な
が
ら
も
司
バ
ル
ト
ロ
ム
メ
オ
・
ピ

γ

テ
ィ
の
マ
ド
シ
ナ
』
の
如
き
は
全
身
を
穎
わ
に
示
し
て
4

鐙

7
書
舟
メ
h
d
bユ
ヲ
ヲl
u

エ

貌
」
に
の
み
特
有
な
形
式
語
を
雄
緯
に
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
固
形
の
枠
づ
け
を
持
っ
た
聖
母
表
現
は
他
の
作
者
の
場
合
で
は
殆
ど
総
て

T
－
一7
4
カ
ト

が
半
身
像
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ポ
ザ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
『
讃
美
歌
を
緩
る
マ
ド
シ
ナ
』
（
フ
イ
レ
シ
ヅ
ミ
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
臓
）
や
一
フ

γ

フ
ァ
エ
汐
ロ
の
『
マ
ド
シ

ナ
・
デ
ヲ
一
フ
・
セ
デ
ィ
ア
』
（
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
、
ピ
ヅ
テ
ィ
臓
）
な
ど
が
そ
の
頴
著
な
例
詮
で
あ
る
。
亡
う
い
う
宇
身
像
で
あ
れ
ば
こ
そ
‘
こ
れ
ら
の
作
者
は
専

ら
「
面
貌
」
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
情
感
を
傾
け
、
彼
等
に
ふ
さ
わ
し
い
濁
特
の
繊
細
な
顔
面
美
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



+• 

ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
が
メ
デ
ィ
チ
家
墳
墓
趨
拝
堂
の
仕
事
を
卒
え
た
後
（
一
五
三
四
年
三
そ
の
故
郷
を
永
久
に
・
去
っ
た
と
舎
、
彼
は
や
が
て
六
十
歳
で
あ
っ

た
。
晩
年
の
三
十
年
比
ロ
l

マ
で
働
く
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
聞
に
は
縞
輩
、
殊
に
建
築
に
お
け
る
諸
々
の
主
要
課
題
に
携
わ
っ
た
が
、
彫
刻

の
領
域
で
は
精
々
一
致
筒
の
作
品
を
遺
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
で
聖
母
の
コ
具
悼
』
を
三
作
ま
で
数
え
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
幻
影
の
よ
う
に
脱
げ
な

痩
躯
の
未
完
成
作
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
が
こ
れ
ら
の
群
像
に
著
手
し
た
の
は
八
十
歳
に
近
い
老
齢
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
既
に
彼
の
創
作
生
活
に

は
大
き
な
鯵
が
入
っ
て
い
た
こ
と
は
被
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
郎
ち
パ
オ
リ
I

ナ
踏
拝
堂
の
二
つ
の
壁
輩
『
ポ
ウ
ロ
の
改
宗
』
と
『
ポ
ウ
ロ
の
傑
刑
』
を
完
成

7
4
7

ト

し
た
ご
五
四
九
年
）
後
に
は
彼
は
も
は
や
何
等
の
大
作
を
も
試
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
彼
自
身
が
感
銘
深
い
十
四
行
詩
を
グ
ザ
ァ

ー
”
に
書
き
選
っ
て
い
る
（
前
掲
書
二
八
四
頁
）
。
そ
の
終
り
の
二
節
に

の
E
m
B
R
a

－
匂g
m

－R
m

阿
佐g
ロ

r
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Z
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p
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町
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円
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庁
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H
i
．

m
E
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色
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．

8
0
2
0
m

胃
g
a
R

ロ
o
－
E
Q
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g
F

可
営
立
ω
・

（
大
意
．
「
怠
し
く
て
愉
し
か
っ
た
創
作
の
厳
ぴ
は
終
り
、
い
ま
や
二
重
の
死
が
私
に
迫
っ
て
い
る
。
一
つ
の
死
は
確
か
に
、
他
の
死
は
間
近
か
に
見
ら
れ

る
。
も
は
や
聾
技
も
彫
刻
も
わ
た
し
の
魂
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
を
抱
き
上
げ
よ
う
と
、
十
字
架
か
ら
爾
腕
を
蹟
げ
給
う
神
の

愛
に
向
っ
て
い
る
J
）

詩
句
の
う
ち
コ
一
重
の
死
」
を
震
肉
の
そ
れ
と
解
轄
す
る
者
が
多
い
が
、
私
は
ド
ゥ
ポ
ル
シ
ャ

γ

ク
に
従
っ
て
「
創
作
の
死
」
と
「
現
賓
の
死
」
と
の
二
つ
の

意
味
に
採
る
方
が
受
賞
と
考
え
て
い
る
（
宮
－

u
s
a
w
－
のg
岳
山
n
F
Z
己
q
E

－



生
命
力
の
讃
美
に
献
げ
ら
れ
た
彼
の
醤
術
の
総
て
が
邪
道
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
除
生
を
神
の
事
柄
に
奉
仕
す
る
た
め
に
、
そ
う
い
う
却
遁
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す

る
気
持
が
こ
の
詩
句
の
う
ち
に
窺
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
賞
、
彼
の
最
晩
年
に
試
み
た
作
品
の
数
々
が
こ
れ
を
詮
明
ず
る
。
と
い
う
の
は
必
ず
し
も

一
切
の
襲
術
活
動
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
く
、
い
ま
ま
で
に
具
ら
れ
な
か
っ
た
題
材
の
領
域
が
拓
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
珍
ら
し
く
も
受

難
圃
が
多
く
‘
十
字
架
の
「
傑
刑
」
や
「
降
下
」
に
は
い
ま
で
も
各
種
の
下
績
や
素
描
が
残
さ
れ
て
い
る
。
グ
ィ

γ

ト
リ
ア
・
コ
ロ
シ
ナ
の
た
め
に
、
十
字
架

か
ら
降
ろ
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
二
人
の
天
使
が
繭
脇
か
ら
支
え
、
そ
の
背
後
で
マ
リ
ア
が
雨
腕
を
上
方
に
韻
げ
て
泣
舎
悲
し
ん
で
い
る
岡
を
彼
が
作
っ
た
こ
と

は
ヨ
シ
デ
ィ
グ
ィ
も
停
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
前
掲
書
一
四
五
頁
）

0
2
具
悼
』
の
諸
作
も
こ
の
種
に
属
ず
る
も
の
で
あ
る
が
．
吋
傑
刑
」
な
ど
が
岡
績
で
表
わ
さ

れ
た
に
反
し
て
、
こ
れ
ら
が
大
理
石
に
刻
ま
れ
た
こ
と
は
性
質
上
蛍
然
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
何
分
『
メ
デ
ィ
チ
の
マ
ド
シ
ナ
』
が
製
作
さ
れ
て
か
ら
さ
え
ニ

十
年
の
歳
月
を
経
過
し
て
い
る
。
ま
た
更
に
湖
る
青
年
時
代
の
『
サ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
の
作
因
が
こ
こ
で
繰
返
え
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
極
端
な
完

7
ヴ
ボ
ヅ
ヴ
書

成
作
に
比
し
て
、
こ
れ
ら
は
石
塊
か
ら
刻
み
出
し
た
ま
ま
の
「
粗
彫
り
」
の
未
完
成
作
で
あ
る
。
こ
の
作
者
の
激
し
い
精
神
的
経
緯
の
跡
は
勿
論
の
こ
と
、
様

式
的
に
も
除
程
の
飛
躍
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
か
よ
う
な
題
材
は
上
越
の
よ
う
に
、
聖
母
美
術
と
し
て
は
主
要
な
も
の
と
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
鰯
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
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先
ず
そ
の
一
つ
『
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
本
寺
の
哀
悼
』
は
一
五
五
三
年
に
は
な
お
製
作
中
で
、
ヨ
シ
デ
ィ
グ
ィ
は
そ
の
有
様
を
親
し
く
目
撃
し
、
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ

エ
ロ
が
「
自
分
の
満
足
の
た
め
に
」
作
れ
る
も
の
と
見
倣
し
、
「
彼
は
創
造
的
理
想
に
充
ち
て
日
に
日
に
何
も
の
か
を
明
る
み
に
持
ち
出
し
て
来
る
に
蓮
い
な

い
」
と
感
慨
を
述
べ
て
い
る
（
前
掲
謹
一
二
四
頁
）
。
し
か
し
こ
の
作
品
の
う
ち
に
彼
は
何
等
の
新
し
い
解
決
を
も
見
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
彼
は
槌
を
取

り
、
短
気
な
一
瞬
の
う
ち
に
こ
れ
を
打
ち
砕
い
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
弟
子
の
一
人
－
ア
ィ
ペ
リ
オ
・
カ
ル
カ

1

－
一
が
後
に
な
り
そ
れ
ら
の
断
片
を
縫
ぎ
合
わ
せ
た

の
が
現
在
の
も
の
で
あ
る
ロ
全
瞳
の
印
象
は
石
塊
の
ま
ま
の
感
じ
で

4

石
塊
か
ら
作
者
は
諸
々
の
形
象
を
性
急
に
取
り
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
文
字
通
り
に
と

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
こ
の
務
作
の
た
め
に
忽
卒
な
ス
ケ
ヅ
チ
を
作
っ
た
で
あ
る
う
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
そ
っ
ち
の
け

に
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
物
を
直
接
にE
大
な
石
塊
か
ら
刻
み
出
し
た
の
で
あ
る
・
・
・
」
（
ド
ゥ
ポ
ル
シ
ャ

y

ク
前
掲
書
一
三
八
頁
）
。
中
央
に
は
キ
リ
ス
ト
の
屍

健
が
力
も
な
く
し
な
だ
れ
か
か
り
、
「
哀
悼
」
と
い
う
よ
り
は
「
十
字
架
降
下
」
に
ふ
さ
わ
し
く
‘
そ
の
雨
脇
で
「
悲
し
み
の
聖
母
」
と
マ
グ
〆
一
フ
・
マ
リ
ア
と
が



そ
れ
を
支
え
、
ま
た
一
一
コ
デ
ム
ス
の
父
性
的
な
委
が
上
方
か
ら
天
蓋
の
よ
う
に
こ
の
群
像
を
庇
っ
て
い
る
。
－
一
コ
デ
ム
ス
の
容
貌
の
う
ち
に
は
、
著
し
く
類
型

化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
あ
の
詩
句
に
お
付
る
十
字
架
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
愛
の
腕
に
取
り
槌
ろ
う
と
す
る
晩
年
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
自
霊
像
が
見
出

さ
れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
が
、
こ
の
作
品
は
グ
ァ
ザI
リ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
の
サ
シ
タ
・
マ
リ
ア
・
マγ
ヂ
ョ
I

レ
寺
に
設
け
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た

彼
自
身
の
墳
墓
の
た
め
に
企
固
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
尤
も
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
人
物
の
形
式
的
表
現
は
濁
特
な
線
僚
の
リ
ズ
ム
を
示
し
‘
殊
に
キ
リ
ス
ト
の
脇
の
方
へ
沈
め
ら
れ
た
頭
、
垂
れ
下
が
っ
た
腕
、
折
り
曲
げ
ら
れ
た

雨
脚
の
よ
う
に
‘
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
錯
綜
す
る
四
肢
や
胴
盟
は
一
緒
に
な
っ
て
曲
線
的
同
案
を
作
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
か
よ
う
な
構
成
は
こ
の
作
者
の
晩
年

の
一
つ
の
特
性
と
す
る
「
抽
象
」
へ
の
蛾
烈
な
意
慾
を
灰
す
も
の
で
、
総
て
は
い
ま
や
諸
々
の
現
象
の
上
に
超
越
し
、
た
だ
偉
大
に
し
て
車
純
な
内
面
的
心
意

の
表
出
に
騒
ら
れ
た
結
呆
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
彼
に
周
有
な
も
の
を
失
わ
な
い
に
し
て
も
、
或
る
意
味
で
は
同
時
代
の
一
一
暦
若
い
世
代
の
謹
術
家

蓮
に
協
調
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
群
像
に
は
ポ
シ
ト
ル
モ
な
ど
の
謂
わ
ゆ
る
「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム

ス
」
的
様
風
を
想
わ
し
め
る
も
の
が
あ
る
の
を
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

* 

0
0
 

9
白

『
パ
レ
ス
ト
リ
1

ナ
か
ら
の
哀
悼
』
は
も
と
ロ1

マ
東
南
方
の
サ
ピI
ナ
山
中
の
寂
莫
境
に
あ
る
パ
レ
ス
ト
リI
ナ
の
パ
ル
ペ
リ
l

二
宮
に
附
属
し
た
一
躍
拝

堂
に
あ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
フ
川
レ
シ
ツ
ェ
市
の
有
に
蹄
し
て
い
る
。
こ
の
群
像
は
ロ
I

マ
時
代
の
蛇
腹
建
築
材
か
ら
製
作
さ
れ
、
後
側
の
右
角
に
ア
カ
ン

サ
ス
装
飾
文
様
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
は
そ
れ
が
た
め
で
あ
る
。
額
齢
の
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
が
ど
う
い
う
動
機
で
こ
の
山
中
に
撃
を
振
っ
た
か
に
つ
い
て
は

グ
ァ
ザ
l

り
も
コ

V
デ
ィ
グ
ィ
も
誌
す
こ
と
な
く
、
総
て
が
謎
の
う
ち
に
あ
る
。

構
闘
は
そ
の
全
面
に
大
き
く
キ
リ
ス
ト
の
E
回
向
き
の
屍
股
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
彼
の
幅
賢
い
胸
、
右
肩
に
が
く
ん
と
折
れ
た
頭
、
地
面
に
崩
れ
か

か
る
雨
脚
は
や
っ
と
背
後
か
ら
聖
母
に
よ
っ
て
抱
ぎ
止
め
ら
れ
、
左
側
か
ら
は
マ
グ
ダ
ラ
・
マ
リ
ア
の
支
え
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
一
一
人
物
は
緊
密
に
組

合
わ
さ
れ
た
、
ど
こ
に
も
孔
を
穿
た
な
い
統
一
の
う
ち
に
凝
集
さ
れ
て
い
て
‘
こ
う
い
う
姑
で
前
の
フ
ィ
レ
シ
ツ
ェ
木
寺
の
群
像
よ
り
更
に
一
歩
を
進
め
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
屍
躍
の
闘
節
が
弛
緩
し
た
様
子
の
描
出
な
ど
も
到
底
比
較
に
な
ら
沿
い
。
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
原
作
た
る
こ
と
を
詮
接
立
て
る
に
最
も
十
分
な



理
由
は
聖
母
の
右
の
手
で
あ
っ
て
（
マγ
コ
ウ
ス
キ
イ
前
掲
書
二
六
六
頁
参
照
）
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
右
の
膝
下
を
抱
き
．
人
差
指
だ
け
を
上
方
に
伸
ば
し
て

い
る
が
、
間J
γ
シ
・
ピ
エ
ト
ロ
の
哀
悼
』
の
場
合
と
殆
ど
同
様
の
作
因
で
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
威
力
的
な
表
情
を
持
っ
て
い
る

β

尤
も
聖
母
は
そ
の
ほ
か
に
頭

部
を
覗
か
せ
て
い
る
だ
け
で
、
全
韓
の
姿
態
は
す
っ
か
り
石
塊
の
う
ち
に
埋
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
荒
削
り
の
容
貌
は
既
に
総
て
の
表
出
的
要
因
を
包
蔵

し
て
い
る
と
い
う
と
ι
が
で
き
る
。
こ
の
群
像
で
作
者
は
比
例
な
ど
益
々
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
頑
丈
な
太
い
右
腕
と
弱
々
し
い
細
い
雨
脚
と

は
不
均
合
の
甚
だ
し
い
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
「
錯
範
的
な
偉
大
さ
ヘ
「
崇
高
な
放
縦
」
（
マ

γ

コ
ウ
ス
キ
イ
）
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
こ
の
種
の

謂
わ
ば
ゑ
テ
め
は
即
時
刻
」
の
作
品
に
あ
っ
て
は
極
く
自
然
の
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
特
に
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
に
と
っ
て
は
そ
の
本
源
に
蹄
つ

た
よ
ろ
な
感
銘
を
興
え
る
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
E
匠
が
臨
終
の
床
に
あ
っ
て
な
お
撃
の
手
を
離
さ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
彼
の
最
後
の
勢
作
『
ロ
シ
ダ
ニ

l

ニ
の
哀
悼
』
は
お
そ
ら
く
一
般
に

「
表
出
題
術
」
と
し
て
究
極
的
所
産
た
る
に
債
ナ
る
で
あ
ろ
う
。
直
立
し
た
聖
母
と
そ
の
前
に
支
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
屍
睦
と
の
た
だ
二
人
物
の
み
を
表
わ
す

等
身
大
を
遥
か
に
越
え
た
群
像
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
物
は
異
様
に
細
長
く
引
ぎ
伸
ば
さ
れ
、
そ
の
肢
般
は
ず
ん
べ
ち
ぼ
う
で
殆
ど
分
節
が
な
く
、
比
例
も
全
然

無
踊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
構
成
に
は
未
完
成
の
紋
態
に

打
ち
棄
て
ら
れ
た
こ
と
が
い
か
に
も
似
つ
か
わ
し
い
。
現
代
美

ツ
ク
ー
ル
・
ν

術
で
は
、
デ
フ
ォ
ル
マ
シ
ヨ
シ
の
一
種
と
し
て
「
短
縮
ヘ

7
ロ
シ
ヂ
エ
マ
シ

乃
至
は
「
延
長
」
の
歪
曲
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
既
に
そ
の
驚
く
べ
き
先
例
を
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
Aん
も

か
よ
う
な
表
出
的
契
機
と
し
て
な
ら
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は

む
し
ろ
ゴ
シ
γ

グ
彫
刻
に
繋
が
り
を
持
っ
と
考
え
る
の
が
至
嘗

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
高
さ
へ
と
向
う
慾
動
は
、
石
塊
か

ら
そ
の
う
ち
に
内
在
す
る
霊
医
カ
を
取
り
除
こ
う
と
す
る
中
世
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9

宵
t
Mを
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
群
像
は
「
悲
し
み
の
聖
母
」
の
哀
悼
と
い
う
に
は
儀
り
に
も
描
寝
性
を
敏
い
て
や
る
。
或
い
は
若
し
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
人
物
に
共

通
的
な
「
寂
波
」
と
で
も
稀
ナ
ぺ
含
．
一
つ
の
大
理
石
塊
に
母
と
子
と
が
融
け
合
っ
た
風
姿
を
表
わ
ず
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
大
理
石
塊
に
劃

し
て
は
老
喪
術
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
幾
度
か
破
壊
さ
れ
つ
つ
も
．
幾
度
か
凝
結
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
痕
方
を
ま
ざ
ま
ざ
と
作
品
に
つ
い
て
追
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
右
側
全
睦
に
は
大
き
な
獲
改
が
加
え
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
一
万
の
遣
し
い
右
手
と
二
の
腕
が
中
ぶ
ら
り
ん
に
取
り
離
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
マ
リ

ア
の
顔
の
左
の
上
方
に
は
頭
巾
の
壁
の
よ
う
に
徴
か
な
も
う
一
つ
の
彼
女
の
額
、
鼻
、
雨
峡
の
跡
を
留
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
前
の
草
案
、
郎
ち
「
オ
ク
ス

フ
ー
ー
ド
の
素
描
」
に
よ
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。
か
よ
う
に
し
て
彼
の
最
後
の
日
に
心
に
泥
び
出
た
幻
影
が
い
つ
ま
で
も
こ
こ
に
結
寅
し
た
の
で
あ
ろ
う

｜
｜
永
遠
に
未
完
成
に
。

寺＋
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前
来
、
私
は
「
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
」
に
つ
い
て
個
々
の
作
品
を
辿
っ
て
来
た
が
、
こ
の
種
の
宗
教
義
術
の
一
つ
の
額
わ
れ
に
は
中
世
以
降
の
キ
リ

ス
ト
教
的
思
潮
が
い
か
に
底
探
く
流
れ
て
い
る
か
を
見
逃
す
わ
け
に
行
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
グ
ァ
ザ

I

り
が
言
う
知
く
、
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
は
「
最
も
善
含

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
よ
う
に
」
聖
書
を
愛
讃
L

．
青
春
の
日
に
サ
グ
ォ
ナ
ロ1
ラ
の
説
教
を
親
し
く
聴
い
た
が
た
め
、
そ
の
著
作
に
鈎
し
深
い
掌
崇
の
念
を
懐
い

た
が
、
後
年
に
な
り
女
友
グ
ィ
ッ
ト
リ
ア
・
コ
ロ
シ
ナ
と
の
交
遊
は
彼
を
益
々
宗
教
上
の
思
索
や
詩
作
に
ま
で
高
め
た
。
更
に
特
筆
す
べ
き
は
彼
が
イ
グ
ナ
テ
ィ

ウ
ス
・
ロ
ヨ
一
フ
の
反
宗
教
改
革
運
動
に
共
鳴
し
、
そ
の
創
立
に
か
か
る
耶
蘇
曾
の
最
初
の
寺
院
キ
エ

l

ザ
・
デ
ル
・
ヂ
ェ
ズ
1

の
設
計
は
震
に
彼
に
よ
り
処
衝

で
引
受
け
ら
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
（
ド
ゥ
グ
ォ
ル
シ
ヤ
ヅ
グ
前
掲
書
九
五
頁
）
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
特
に
聖
母
表
現
に
限
ら
ず
‘
彼
の
義
術
活
動
の
殆

ど
総
て
の
分
野
に
瓦
っ
て
考
察
さ
る
べ
舎
で
あ
ろ
う
か
ら
‘
こ
こ
で
は
た
だ
ル
ネ
サ
シ
ス
美
術
の
精
華
が
古
代
文
化
の
復
興
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
キ
リ
ス

ト
教
信
仰
の
大
な
る
裏
づ
凶
作
を
持
ち
、
こ
の
爾
者
の
奇
し
き
融
合
と
調
和
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
留
め
よ
う
。

因
み
に
宗
教
塞
術
と
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
今
春
の
マ
チ
ス
展
で
グ
ァ
シ
ス
躍
拝
堂
の
た
め
に
描
か
れ
た
彼
の
諸
作
に
よ
っ
て
驚
歎
と
駿
喜
を
新
た
に
し
た

ホ
ヂ
グ
ト

9
7

と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
聖
子
を
抱
い
た
マ
リ
ア
の
立
姿
、
謂
わ
ゆ
る
「
蓮
案
内
の
聖
母
」
型
の
大
き
な
像
の
、
白
い
タ
イ
ル
の
上
に
漆
黒
の
簡
滞
で
素
朴
な
描
線



を
持
つ
墜
置
は
入
十
歳
の
老
大
家
の
圃
熟
味
を
物
語
っ
て
、
現
代
美
術
に
お
い
て
も
聖
母
表
現
を
云
篤
ず
る
機
曾
が
輿
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
お
の
ず
か
ら
前
来

述
べ
た
ミ
ケ
ル
ア
シ
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
、
と
り
わ
け
晩
年
の
枯
淡
、
峻
巌
を
極
め
た
諸
作
と
の
比
較
に
思
い
嘗
た
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
い
う
主
題
を

取
扱
う
と
‘
現
代
美
術
は
一
時
的
思
付
き
か
、
或
い
は
子
供
騰
し
に
も
類
す
る
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
憶
ら
な
い
。
マ
チ
ス
個
人
の
宗
教
的
な
敬
鹿
の
念
や
精

進
の
跡
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
時
代
的
共
感
に
は
そ
う
い
う
必
然
性
が
な
く
、
や
は
り
人
々
は
『
オ
ダ
リ
ス
グ
』
と
か
‘
牡
嬬
を
描
い
た
り
し
た
『
静
物
』

の
う
ち
に
彼
の
欝
術
の
妙
絶
境
を
求
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
代
美
術
に
と
り
聖
母
表
現
は
も
は
や
一
つ
の
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
、
と
い
う
感
が
わ
れ
わ

れ
に
は
益
々
深
い
。
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